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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　シグレに勝利しての準決勝進出。すぐに次の試合を控えているだけに、いつまでもその喜びに浸ひたっている場合でもない。

　けど、束つかの間まの祝福ムードが私を待っているはず！




　そう、信じていた。





　　　＊






　だけど戻った控室には、重々しい、どこか沈痛でさえある空気が漂っていて……。

　その原因は、映像として映し出されている、別会場で行われていた試合……帰宅部代表の御み神楽かぐら星せい鎖さ先輩と、華道部代表の湊みなと川がわ貞さだ松まつ先輩の勝負にあった。

　二人の実力差は明らかなのに、星鎖先輩はわざと時間をかけて痛めつけるような……苛いら立だちを叩たたきつけるような戦い方を繰り広げていて。

　これ以上ないくらいの盛り上がりが約束されていると思っていた中間試戦のはずなのに、観客席は盛り上がるどころか目を逸そらすように、どこか引いてしまっていた。

　星鎖先輩はそれこそ女神と称されてもおかしくないような、美しくて優雅な戦い方をすることで知られていた。

　それなのに眼前で繰り広げられている乱暴すぎる戦い方に、誰しもが目を疑っているのだろう。

　それはもちろん、私も同じことだった。

「星鎖先輩、どうして……？」

　ビミィにもおとねちゃんにもその理由はまるでわからない様子で、私の独り言のような疑問に対する返答はなかった。

　呆ぼう然ぜんとしている私を見て、おとねちゃんがハッとしたように映像を消した。

「す、すぐに次の試合……準決勝が始まりますよっ！　気持ちを切り替えて、少しでも体を休めてください」

　立ち尽くしていた私の肩を押すようにして強制的に着席させてくれた。

「わかってる……。でも……」

　おとねちゃんの心遣いは嬉うれしいけど、見てしまった星鎖先輩の試合映像がどうしても脳裏から離れてくれない。

　何か必ず、原因があるはずなんだ。

　何もないのに、先輩があんな行動をとるわけがない。

　準決勝進出の喜びや余韻なんて、一瞬で吹き飛んでしまっていることに驚く。

　私の中で、星せい鎖さ先輩がどれだけ大きな存在なのかということに、改めて気づかされたようだった。

「エルナの考えてることはわかるよ。けどさ、いくらここで想像したって答えなんてわかりっこないだろ？　ならさ……」

　ビミィがぽんぽんと落ち着けるように私の頭を軽く叩たたきながら、

「決勝まで勝ち上がって、そこで聞けばいい。逃げも隠れもできない、ステージの上で」

　まるで先生みたいな顔をして、優しくそう言ってくれた。

「うん、真正面から聞けばいい……よねっ！　ここでウダウダとやってるよりも、それが私っぽいよね、どう考えたって！」

　強制的に座らされた椅い子すの上に立ち上がり、おっしゃー！　と両手を突つき上げる。

「その通りですっ！　エルナは頭を使うよりも行動ですよ！　計算したらダメなタイプです、その計算がほぼ間違っているタイプです！」

「おとねちゃん、それってバカってことじゃ……？」

「ま、まさか！　藤ふじ白しろがエルナにそんな痛烈な皮肉を言うわけがありませんよ！　機械か動物かでいえば、温かみのある動物タイプという意味です。ゴリラ的だという意味です」

「ゴリラ!?　動物の中でもゴリラ限定なのー!?」

「あ、温かみのあるゴリラですよ!?　人が泣いていたらそっとバナナを差し伸べる……食べかけのバナナを差し伸べる、心優しきゴリラですよ!?」

「食べかけなの!?　っていうか、泣いてるところにゴリラが寄ってきた時点で、その人更に泣くと思うよ!?」

　気持ちを切り替えたつもりでも、なかなか消えない星鎖先輩についての思考を私のことをからかうことで、忘れさせようとしてくれているのだろう。おとねちゃんは、いつだって優しい子だった。

　星鎖先輩は必ず決勝戦まで勝ち上がる。それなら私も絶対、赤あか間まくんに勝って同じ場所に立ってみせよう。

　決して目標が変わったわけでもないけれど、決意を新たにするというのは思いのほか意味があるものだと思った。

　だって、ついさっきまで頭の中を駆け巡っていた混乱がぴたっと収まって、今は目的を為なすまでの道程しか見えないんだから。

　……我ながら単純なゴリラだけど、それに救われることもあるんだなと思った。

「っていうか誰がゴリラだよ!?」

「ゴリラ、エルナ扱いされたのを引っ張りすぎだろ……？　じゃない間違えた逆だった、エルナ、ゴリラ扱いされたのを引っ張りすぎだろ」

「ビミィ、それってわざとじゃないよね!?　私の緊張とかそういうのを吹き飛ばそうとしてくれた善意だよね!?　私の人間としてのプライドを粉々にしようとしてくれた悪意じゃないもんね!?」

　本当に私のためを思ってのことだよね？　と一瞬疑念が湧わきおこりそうになってしまった。

　いけないいけない！

「ポジティブシンキングだ私っ……！」

「エルナ、そのゴリティブシンキングとはなんですか？　藤ふじ白しろの知らない言葉です」

「おとねちゃん、絶対わざとでしょおおおおおっ!?　別にいいんだけどさ、難敵と目されていたシグレに勝利してきたところだというのに、もっとちやほやされてもいいんじゃないのかな！」

「そ、そうでした。イイ感じでしたね！　嬉うれしいせいか今日きようはいつもよりも毛並みが綺き麗れいに整っていて……」

「毛並みって完全にゴリラだよね!?　ゴリラをちやほやするときの褒ほめ言葉だよね!?」

「違うんですっ。さっきそこで飼育員さんがそう言ってました。決して藤白ではないですよ」

「何の飼育員さんかな!?　ゴリラのだよね、この流れだと絶対そうだよね!?」

　ヒートアップする私を止めたのはバナナでも……もちろん飼育員さんでもなくて、次の対戦相手……師匠といっても過言ではない、赤あか間まくんだった。

　もちろん、バトル前の今、この場所に彼が現れたわけではなくって。

　赤間くんとの対抗戦のイメージが頭の中でひとりでに再生され始めて、止まらなくなって……。

　会話の途中だったのにもかかわらず、それで頭が埋め尽くされて、赤間くんで支配されてしまった。

「ふぅ、オンとオフの切り替えが極端なのはいいことなのかもね。もうイメージトレーニングに入っちゃってるぜ」

　ビミィが呆あきれを隠さない様子で言うと、おとねちゃんはどこか燃えるような瞳でこう返した。

「いい意味で力も抜けて、エルナの気持ちは更に先へ進んだみたいです。藤白もその背中を押す力になれていたら嬉うれしいのですけど」

　イメージトレーニングで体を動かしながら、二人の会話はしっかりと耳に入っていた。

　イメージの中で、おとねちゃんにというよりはゴリラと飼育員さんに背中を押される絵が浮かんでいたことは、自分の胸の中だけにしまっておくことにしよう……。





　　　＊






　会場を取り巻く緊張感や喧けん騒そうは、隔離された控室にまで伝わってくる程だった。

　控室にいる私の様子をおさえようと、ふよふよと浮かびながら入ってこようとしたカメラはおとねちゃんが追い出してくれていた。

　本当ならこの注目が集まっているこの瞬間、放課後楽園部のアピールをしない手はないんだけど……今はとてもそんな気持ちにはなれそうになかった。

「こんなだから、昔からシリアスとそうでないときの振り幅が大きすぎ！　って言われちゃうんだろうなぁ」

「何か言いましたか、エルナ？」

「うん。おとねちゃんのためにも、次も絶対勝ってくるって言ったの」

　言って、会場へと続く通路へと出る。

「ん、もうそろそろ時間か。オイラたちも見やすい席へ移動しようぜ、おとねちゃん……。おとねちゃん？」

「は、はい。なんですか。ご飯の時間ですか。藤ふじ白しろはパンケーキに蟹かにを大量に載せてお味み噌そ汁しるをふんだんにぶっかけたのがいいです」

「……おとねちゃん？　とりあえず一いつ旦たん落ち着こうか……？」

「藤白はいつだって落ち着いていますよ！　冷静きんちゃく……冷静ちんちく……冷静……ですっ!!」

「冷静沈着って言いたかったけど、嚙かみすぎて最後はとうとうあきらめたのか!?」

　控室の中でおとねちゃんがそんなことになっているとも知らない私は、体のモードを対抗戦に向けたものに切り替え始めていた。

　いつからこんなことが可能になったのかはわからない。きっと、対抗戦を重ねるうちに、実戦の中で体得したものだ。

　普段の学園生活での体の使い方とは明らかに異質で、筋肉の使い方を覚える……というのともまた違うんだと思う。

　それはきっと、この学園だからこそ得られる力に適応して、受け入れるということ。

　今思えば、対抗戦トーナメントで有力とされる生徒はみんなこれができているように思える。

「だからって同じステージに上がれた、なんて思い上がるつもりはないけど……ちょっとは戦える自信になるよねっ」

　なにせ、これから私が上がるステージは特別で格別だ。

　中間試戦トーナメントの準決勝。

　気分も高めていかなきゃ……たぶんあっさりと空気に飲まれてしまう。

　大歓声がここまで轟とどろいてきた。

　どうやら、対戦相手の彼が先にステージに登場したらしい。

　ぶるっ、と身震いする。

「びびってるわけじゃない。これは武者震いってやつなんだからね」

　自分にそう言い聞かせるように呟つぶやいてはみたものの、慄おののいているのも半分くらいはあると思う。

　所しよ詮せんは一年生だから……中等部からの内部進学組じゃない、新規入学組だから……。そういう評判が流れていることも知っている。

　でも、だからこそ。

「ここで勝ったら、超かっこいいじゃんねっ？」

　ゆっくりと足を踏み出して、光の差す方……準決勝のステージへと歩き出す。

　惑いも、迷いも、もうない。





　　　＊






　音の洪水が押し寄せてくるような感覚だった。

　何を叫んでいるのかなんてまるで聞き取れるはずのない、巨大な音の塊。

　けれど今の私は観客席を一いち瞥べつするつもりはない。

　見据えるはただ一点のみ。

　そこで……対戦ステージの中央で屈伸運動をしている彼は、いつもと変わらない……屈くつ託たくのない笑え顔がおを浮かべて言った。

「困ったな、まだ準備運動の途中なんだけど……。まぁ、準備運動が終わる頃には決着もついちゃってるかも……。ね？　一宮いちのみやちゃん」

　演劇部代表……赤あか間ま遊ゆう兎と。

　準決勝の対戦相手は彼だった。

　ご挨あい拶さつ代わりの挑発を受け流して、笑え顔がおだけを返す。

　戦う前のやり取りなんかで乗せられて興奮してたらもったいない。

　……興奮するのは、この戦いに勝利した後でいいんだ。




　準決勝ともなると学園側の張り切り方が増してくるのか、花火は打ち上がるし観客席はウェーブしてるしでなんだかもう滅め茶ちや苦く茶ちやだった。

「おとねちゃんとビミィもこのウェーブに参加してたりするのかな……？　想像するとかなり面白い絵え面づらだね……」

　試合開始前の映像が、途切れることなく私と赤あか間まくんの紹介を流し続けているので、そんなことを考える余裕もできてしまった。

　ほんの一瞬だけ緊張感から解放されたその刹せつ那な、赤間くんが見下げるような眼で笑いかけて。

「ふーん、俺以外のこと考えてる暇あるんだ？　俺はもう、一宮いちのみやちゃんのことしか頭の中にないけどね？」

　鋭いナイフのような言葉だった。聞きようによっては甘い台詞せりふのようにも受け取れるけれど、この場でそんな甘ったるい台詞を投げかけてくるような赤間くんではないことを、私はよく知っていた。

「ううん。赤間くんと違って考えるのとか、あんまり向いてないから！　イメージトレーニングとかもしてみたけど、なーんか違うんだよね。たぶん、私って実戦派なの！　練習ではできないけど試合になると急にできちゃうタイプなの！　……ちょっとだけ願望も入ってるけどっ！」

　その言葉は言い訳でもなんでもないんだけど、伝わっただろうか。

　放課後シックスとしてお世話になった演劇部の代表に……何より赤間くんという個人に、誤解されたくなかった。

「冗談だって！　これでも一宮ちゃんのことはよくわかってる的なつもりだからね。性格も……そして戦術も、さ」

　赤間くんの表情は快活に笑顔を浮かべているはずなのに、なぜだか不思議な凄すごみがあった。

　だからといってこれは〝演じている〟ということではなくて。私との準決勝に向けて、普段は表に出していなかった牙きばをさらけ出しただけなんだろう。

　その牙で食くい千切られる可能性への恐怖はない。

　いや、もしかしたら心の奥底にはあるのかもしれない。

　けれど、今まで見たことのない赤あか間まくんと戦える楽しみが、遥はるかに上回って恐怖を覆い隠してしまっているようだった。

　開始の合図はまだない。

　見ると、満員に見える観客席にまだまだ人が押し寄せるように流れ込んできていた。

　赤間くんはそれには興味がない様子で相変わらず私を注視し続けている……いや、瞳を閉ざしていた。

　そして、盛り上がる観客席の声に搔かき消けされてほとんど聞こえないけど……誰に言うでもなく、自分に言い聞かせるように小さく呟つぶやいていた。

「……先輩として、代表として。演劇部の新入生には安心して俺の背を追ってもらえるように、きっちりいいとこ見せておかないとな。負けんなよ、俺」

　対抗戦じゃなくても、新入生も……ううん、演劇部員みんな。もうたくさん赤間くんのいいところ、見てると思うよ？

　集中してるみたいだから声には出さなかったけど、そう伝えたかった。

　そして彼が再び目を開いた瞬間、対抗戦開始のカウントダウンが鳴り響いた。

　会場を取り巻く雰囲気とは裏腹に、いつも通りに機械的な声色は、一度思考をクールダウンさせてくれる。

　赤間くんと目が合い、お互いに目だけで笑いあった。

　よし、大丈夫。気き負おいはない。

　視線だけは赤間くんの姿を見失わないように追いながら、今回のステージとなる、城壁のような壁が点々と迷路のように設置されているフィールドの中をひた走る。

　どんな魔法なのか、シグレ相手に不戦勝になったときとはステージがすっかり様変わりしているのには驚かない。

　ここはつまりそういう学園なのだ。

　壁が壊れている箇所もあれば屋根のようになっていて隠れてしまえば位置がわからなくなる場所も存在する。

　足を使いたい私にとっては格好の、テクニカルなステージだと思った。

「一度隠れて、後方をとれたらっ！」

　真正面から挑戦したい気持ちもあるけど、このステージを生かすのなら馬鹿正直に立ち向かう必要はない気がしていた。

　既に観客席からの音は遮断されていて、ステージの中で息をして声を発しているのは私と赤間くんだけ。

　つまり、息を殺して……足音も消して行動する必要があった。




「って、そんな練習はしてな─────いっ!!」




　馬鹿みたいな声をあげたそのとき、カウントダウンが終わり試合開始が告げられた。

　小こ細ざい工くの失敗に速攻で気づいても、それでも足を止めるわけには行かない。私が赤あか間まくんの姿をずっと捉とらえているように……向こうも、開始地点から微動だにせずに私を眺めていた。

　まるで、元気に走り回る獲物を、遠くから狙ねらう豹ひようのように。

　かと思えば、たった一度、ほんのたった一度だけまばたきをした合間に、その姿を見失ってしまった。

「……ッ！　疾はやいっっっ!?」

　疾いのはわかっていた、十分すぎる程に理解していた……つもりだった。

　けれどそんな理解の範はん疇ちゆうは容易に飛び越えてきた。

　……赤間遊ゆう兎とという人間は。

　ひとまず壁を背にできるところまで行って死角を減らして警戒するしかない……！

　そんな私の心の中の慟どう哭こくを聞いたかのように、

「んなの、俺が許すって思う？　ほら、もう射程内だよ」

　私が背を向けている壁の上……視線の届かない一番の死角から、鎌かまが振り下ろされた。

　能力を使われるまでもなく、一つ目のクリスタルが……破壊されることはなかった。

「鎌の刃を……蹴けり飛ばしたのかッ!?　そんなに軽く振るったつもりなんてないのに!?」

　考えるよりも、身体からだが先に行動していた。

　空気の揺らぎから危険を察知した私は、その気配の方向へとジャンプ回し蹴りを放っていた。

　鎌を蹴ったのにもかかわらず、痛みも何もない。

　アドレナリンが出ているからという理由ではないだろう。体のモードを対抗戦にシフトできているからこその芸当だった。

　そもそもが殺傷を目的として生み出されているわけではない鎌とはいえ、まるでスポンジのように吹き飛ばせてしまった。

　とはいえ、そのまま一転して攻勢に出るという威勢の良さはない。

　鎌を蹴った反動に任せて壁を三角飛びの要領でまたひとつ蹴り、鎌が届かない程度に距離をとる。

　赤間くんからすればそんな距離はないに等しく、着地のときに詰められる危険も感じていたけれど、警戒しているのかそれはしてこなかった。

　息つく暇もない攻防に、目がチカチカと点滅しているのがわかった。これまでで最高速のバトルに、身体からだはともかく頭と目が追いついてきていない。

「も!!　そこも一緒になって強化されてて欲しかったよっ！」

　姿を見失ってあせったけれど、そんな憎まれ口を叩たたく余裕くらいは戻ってきていた。

　やれる。

　勝てるとは言い切れるはずがないけど、対抗戦の体を成さずに手も足も出ずにやられてしまうということはない。

　赤あか間まくんのスピード情報を頭の中でアップデートして、戦術を組み直す。これだからイメージトレーニングなんて当てにならないんだよね。

「私はまだまだ、戦いの中で成長してるんだからっ!!」

　叫びながら、下へ向かって〝オモチャの銃〟を撃ち放って煙幕代わりにする。

　当然、成長しているのは私だけの専売特許ではないんだ。

　そこを勘違いして過信したら、負ける。

　地面を砕くわけではなく、壁の崩れた石が密集しているところに撃つことで煙幕のようにしたのだけれど、大き目の石が散弾のように跳ねてしまったのは誤算だった。

　そのうちのひとつが偶然にも私のクリスタルに当たり、割れはしないまでも小さなヒビが入ってしまった。

　これでは、ちょっとの衝撃で壊れてしまうかもしれない。

　赤間くんはそれを嫌ってなのかどうなのか、石つぶての当たらない場所まで下がっていた。

「さすが赤間くん。こういうところで対抗戦経験値の差ってやつが出てくるってわけね？」

「そうかもねー。俺を倒せたらたんまり経験値も加算されるかもしれないよ？」

「そう言われたら、赤間くんが全身銀色に見えてきたよ!?　メタルスライム的なモンスターに見えてきちゃったよ!?」

「あははっ。残念、経験値はそのくらい大量なのを期待してもらってもいいけどさ」

　言いながら、〝クーデターフェイカー〟を発動して本人と分身それぞれが違った構えで鎌かまを持ち直す。

「けど、そのモンスターとまるで違うのは……俺は逃げないってことだよっ！」

　走りながら、どれが赤間くん本人かを見定める……つもりだったけど。

「無理!!　どれがどれだか全然わかんない!!　だから……全部やっつけるっ!!」

　それこそ無理難題かもって思ってしまったけど、後には引けない。

　対抗戦に代表として出ることになったその日から、ずっと崖がけっぷちを突つっ走ってるようなものなんだ。

　引いて崖から落っこちるなんていう選択肢は最初から抹消してる。

「そうやって言葉に出せば気持ちの踏ん切りもつくんでしょ。でもさ、それと同時に俺にヒントを与えることにもなるってわかってる？　一宮いちのみやちゃん」

「何それ!!　わかってない!!　ちっともこれっぽっちもわかってないですっ!?」

　赤あか間まくんは、すぐわかるよと言わんばかりの半笑いを浮かべて……分身を闇やみ雲くもに突っ込ませることをせずに一定以上の距離をとっていた。

　そもそも、今喋しやべったのが赤間くんじゃなく分身な可能性も高いワケだけど！　あー、もう混乱する！

　ジリジリと睨にらみあって時間が過ぎ去っていく……と思いきや、赤間くんが意外な行動に出た。

「へっ？　分身みんなで散らばった石を拾ってどうしたの……？　まさか……？」

「そのまさか的なやつ！　一宮ちゃんの壊れかけのクリスタルなら、こんな石でもかすっただけで……ほらっ！」

　言いながら、赤間くんは……赤間くんたちは私に向けて投石をし始めていた。

　その光景は、対抗戦というよりはさながら集団いじめにしか見えないと思った。

　ううん、その石の大きさが普通に当たったら命が危険なんじゃないかと思えるものだったり、速度もプロ野球選手が投げるボールの如ごとく出ていたりでシャレにならないレベルなんだけど!?

「こうなったらひとつずつ片づけてっ……！」

　クリスタルに当たる寸前でどうにか回避するのを繰り返しながら、赤間くんへ向かう。それが本体かどうか定さだかではないけれど投石の出どころをまずは減らすしかないと思った。

　必然、狙ねらった一人以外への意識が散漫になってしまう。

　赤間くんの狙いは、そこだった。

　神経は張り巡らせているつもりだった。

　空気の揺らぎさえも感知してしまえるくらいの全能めいた感覚。けれど、もちろんそんなものは勘違いの過信に過ぎなくて。

　何かが焼きついてしまったような匂いがした。

　それと同時、私のヒビが入っていた……どうにか持ちこたえてくれていた一つ目のクリスタルが粉々に砕けた。

「このステージは準決勝だよ？　全部やっつけるなんてさ、大切なものを失う覚悟でも決めない限り難しいよ、一宮いちのみやちゃん」

　言いながらその場にしゃがみこんで笑う赤あか間まくんは、きっと分身ではなく本人だと思った。

　遠く離れて、私の姿を観察するように安全な場所から睥へい睨げいして。

　赤間くんは私の言葉から、どういう行動に出るかのヒントを得て獲物を罠わなにかけるように待ち構えていた……ということなのだろう。

　あっさりとその罠にかかってダメージを負ってしまう自分を恥じながらも、だからといって私には他に打開策も思いつかなかったんだからと前向きになりもする。

　焼きつくような匂いは、一瞬の殺気を具現化したものなのかもしれなかった。鼻にツンと痛い。

　けれど、私はそれが決して……嫌いではないと思った。

「怖いな、一宮ちゃん。心が折れるどころかヤる気が点火しちゃってるな？」

　そう、火がついたのかもしれない。

　大切なクリスタルひとつ壊されてようやくというスロースターターっぷりだけど、またひとつスイッチが入ったような錯覚。

　いや、きっと錯覚なんかじゃないんだ。だって。

「後悔しちゃうかもよ、赤間くん！　さっきまでの私……まだエンジンの温まってないうちに攻めきっちゃえば、もう終わってたかもしれないけど」

「俺はギャンブル的なのは嫌いなんだよね。かもしれない、じゃ行動に移さないのさ」

「それじゃ肝心なところで大勝負には勝てないかもよ、赤間くん」

　生意気な態度になってしまっていることへの自制心は、今は不思議と働かなかった。赤間くんは訝いぶかしげに眉をひそめている。

　ひとつクリスタルを壊されて不利な状況にある……けれど、今は試してみたい気持ちでいっぱいだった。

　何を？

　この今にも破裂しそうな衝動を。

　指に装着されたリングから伝わってくるパワーを。

〝クーデターフェイカー〟による分身はいつの間にか一体のみになり、その代わり動きの精度が向上しているようだった。

　広大すぎるステージさえも限定された空間に感じられてしまう程に跳ねまわりながらの殴おう打だの応酬。

「俺にはさ、一宮ちゃんの考える百手先まで見えてるよっ！　大おお袈げ裟さだと思う？」

「ううん、赤あか間まくんならそんな芸当も軽いのかもしれないよっ！　でもっ……!!」

　わかっていてもどうしようもない攻撃というものも、存在するのだ。

　それこそ、星せい鎖さ先輩の能力のように。

　赤間くんが壁の裏に滑り込むようにスライディングをする。

　一度鎌かまを持ち直したいのか、息を整えたいのか。

　けれど、私はその時を待っていた。

「わかるよ、一宮いちのみやちゃん。この壁に微かすかに空いている隙すき間ま。そこから俺のクリスタルを狙ねらい撃とうっていう作戦だろ？　無駄撃ちになるからやめ……」

　赤間くんのなだめるようなその言葉は、途中から聞いていなかった。

　読まれてる？　それはわかったよ。けど……赤間くんだって読み違えることはあるんだよね。

　……ううん、きっとこれはちょっとした反則みたいなものかもしれない。

　……だって。

　知らないよね？

　私の〝オモチャの銃〟が、赤間くんの想定している枠組みを遥はるかに超越してしまっていることを。




「テンションＭＡＸッッッッッッ!!　いっけ────────────っ!!」




　初めて実戦に〝これ〟を投入する好奇心と興奮に支配されながら、細かいことは考えずに一発ぶっ放す。

　狙いは壁の中の一点……なんかではなく、〝その辺り一帯すべて〟だ。

　指先に集まる光が……その光量が、今までの何倍にもなっていた。

　刹せつ那なのタイムラグがあって、指先から光の銃弾……ううん、最も早はやそれは大砲の砲弾のようになって、赤間くんと私との間を遮断する壁へと直進した。

　空気を切り裂く音が、まるで高速な乗り物に乗っているときに聞こえる音のように響く。

　これが……これが、指輪というアイテムを得た、私の進化した力。

　赤間くんの知らない、知るはずもないパワー。

　威力が急上昇したからって、スピードが落ちたなんて、ありがちなオチもないみたいだった。

　だって。

　ドゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォオオン!!

　渦巻く粉ふん塵じんを辺りに撒まき散らしながら、大きくて丈夫そうな壁は跡形もなく崩壊し……そこに存在して膝ひざをついているのは……赤あか間まくんだけだった。

　信じられない、というような表情で、呆あつ気けにとられて私と……３つあったはずが、残り１つだけになっている自身のクリスタルとを交互に見つめながら。

　想像以上の結果だった。

　これで……この一度きりしか通用しないであろう力押しのやり方でクリスタルが２つも壊せてしまうなんて。

「ふ、ふふ───ん！　おおお、驚いたでしょう赤間くん!?　こ、これぞ、これが、これこそがニュー！　新しい！　新装開店！　じゃんじゃんばりばり！　全台開放！　つまり新生した一宮いちのみやエルナなんですって!!」

「どっちかっていうと一宮ちゃんの方が驚いてる的なことないか!?　汗ダラダラだし言ってることよくわからないぞ!?」

　確かに予想外の好結果に取り乱していることは否定できない。

　頭の中は真っ白だし、かっこよくキメようと思う気持ちが空回りして、赤間くんに向けてビシィッと指をさすはずが両手で指をさしてしまってなんだかよくわからないポーズになっていた。

　少なくともかっこよく決まってはいないはずだった。

　今までの人生の中で、時が止まっているような感覚に陥おちいったことは何度かある。





　　　＊






　スーパーマーケットの閉店間ま際ぎわのお弁当値引きシール戦争で、同じ焼肉弁当を狙ねらうおばあちゃんと視線が交わったとき。

「小娘には譲らないよ、ふぉほほ……」

「私のお夜食！　勉強の休憩とかじゃなく、ゲームの休憩のときに至福の時間を過ごすためのお夜食！」

「いいのかい、焼肉がそのまんまお腹なかのお肉に変身しちまうよ？」

「ゲームに興奮して部へ屋やの中でどたばた暴あばれるからその分のカロリーは余裕で消費してるよっ！」

「ばあさんの少ない小遣いじゃ……値引きシールでも貼はられないとこんな高級なお肉は食べれないのよ」

「えっ……高級って、定価５００円の格安で良心的な値段のお弁当なのに……？」

「そう……哀れに思うかい？　ばあさんはね、決してお肉が食べたいわけじゃないんだ。このお肉に含まれる栄養分が欲しいだけなんだよ」

「そっち!?　じゃあ他のお弁当でもよくない!?」

「ばあさんの体が悲鳴をあげてるんじゃ……。この焼肉弁当を食べないと、今夜が山かもしれないと」

「死ぬの!?　命かかってるの!?　そこまで緊迫した状況には見えないんだけど!?　栄養が足りないっていうけど、お肌ももっちもちで相当健康的に見えるんですけど!?」

「……とにかくだよ」

「話を逸そらした!?」

「混こんでいる電車に乗っていて、優先席に座っている。そんなときにこのばあさんが乗ってきたら？　席は？」

「譲りますね」

「ばあさんがお腹なかを空すかしていて、半額弁当は残りひとつしかな」

「それは別に譲らないですね」

「食くい気味で言ってくれるね……!?　ばあさんに対する思いやりとか優しさってもんが……あっ」

「あっ？」

　おばあちゃんの視線の先を見ると、店員さんが半額シールを貼はり付けるその前に……残り１つしかなかった私たちの焼肉弁当を、仕事帰りだと思われるサラリーマンのおじさんが悠々と買い物かごに入れてレジへと歩いていってしまった。

　焼肉弁当が買い物かごに吸い込まれるその瞬間、まるで時が止まっているような感覚に襲われて……。





　　　＊






「一宮いちのみやちゃん、何の話だよ!?　時が止まったっていうか、その緊張感のない話で試合の流れが止まってるよ！」

「緊張感のない話!?　むしろ緊張感しかなかったでしょー！　生きるか死ぬか、デッドオアアライブ！　そんな死地で起こった悲しい事件の話だったでしょー!?」

「そ、そんなに怒らなくても……焼肉弁当、そんなにも食べたかったんだね？」

「おばあちゃんと刺し違えてでも胃の中に押し込む決意をしてたよ」

「ああ、そう……」

　完全にどうでもよさそうだった。

　私の話と、今起こった『時が止まったような瞬間』を一緒にされたくない感が丸出しだった。

　現実として、赤あか間まくんのクリスタルは１つを残すのみ。

　私のクリスタルは２つが生存している。劣勢から一発逆転した、というのが今の状況だった。

「それが一宮いちのみやちゃんの、隠されていた真の能力ってワケか……」

「隠してたつもりはないんだけどね！　ついに覚かく醒せいしちゃったってわけ！」

　赤間くんは驚きながらも、どこか嬉うれしそうにしてくれていた。

　対抗戦中だから言葉にこそしないけれど、その態度は頭を撫なでて褒ほめてくれているように、これ以上なく幸せで。

「わんっ!!」

「き、急にどうしたの!?　もしかして覚醒した代償的なやつ!?　とうとう一宮ちゃんの頭のネジが……？　元々緩ゆるみきっていたのにどこか飛んでいっちゃった……？」

「ううん、なんとなく犬の気分になっただけ！　っていうか失礼だよ赤間くん！　頭のネジはキツキツに締まってるよ！　なんなら５、６本余ってるよ！　余裕あるよ！」

「余ってるのはダメなんじゃないのかな……？」

　そんな緩い会話を交わしながら、互いに体勢を整えあっていた。

　私の指に装着された指輪は、能力を使った反動かひどく熱を持ってしまっていた。

　練習で試し撃ちしたときにはここまでの破壊力はなかったし、指輪が熱くなることもなかったのに。

　赤間くんを前にして、私の気持ちが能力に乗って練習以上の効果を発揮した結果かもしれない。

「これは、連発できるようなものではなくなっちゃったかな？」

　小声で、指輪にふーっと息を吹きかけながら一人ごちる。そんなことですぐに冷えるはずもなかったけど、だからといってこの対抗戦の中でもう能力を使わないというのは到底無理な相談だった。

　だましだまし、使っていくしかない。

　騙だますのが専門分野のような赤間くんにそれが通用するのか、不安は山積みだけれど。

　やるしか、ないんだ。

「驚きの威力だけどさ……俺が一宮ちゃんの立場なら、今の一撃で仕留めてたね」

　言いながら、大おお鎌がまを振りかざしてもう一言を添える。

「だって俺、一回見ちゃったらもう……食くらわないからさ」

　挑発的に、どこか蠱こ惑わく的てきですらある笑みを浮かべながら。

　その一言が引き金になったように、ストップしていたバトルは一気にギアを上げて高速で展開されていく。

　いくら身体能力も向上したとはいえ、赤あか間まくんのスピードにまでは至っていないみたいだった。

　一挙手一投足が後手後手に回ってしまっていて、その上能力で分身している分、赤間くんの手数は倍加していく。

「くっ、クリスタルを守るのだけで精一杯だっていうのっ……!?」

　大おお鎌がまはコンパクトに振り抜くには限度がある。軌道は読めるし、それによって耐えられているという現状はあるのだけど。

　側宙を数度繰り返してその軌道から逃げながら、どうやって攻撃の手を繰り出していくか思案していると……。

「コレばっかりに目がいっちゃってる的な？　ほら、こっちへの対応がお留守になってるよッ！」

　赤間くんはそう叫びながら、大鎌を大振りにふるって一回転しつつ……大鎌の刃を回避したと思ったその瞬間、その勢いのままに両足を宙に浮かせてクリスタルを目がけて鋭いキックを放っていた。

「なっ!?」

　私のクリスタルが１つ、あっさりと音を立てて壊れていくのが見えた。

　赤間くんが手に持つ、派手で大きなアイテムにばかり気をとられていた。

　そうだ、スピードがあるということは……。

「体術的なこともまだ俺が上ってことだよ。油断したかな？　一宮いちのみやちゃん」

　油断だなんてとんでもない。そっちまで警戒する余裕を与えてくれなかったのは赤間くんだというのに。

　放課後シックスで鍛えられているときを彷ほう彿ふつとさせるような……ただ圧倒するだけでなく、先生のように何かを教えながら。

　まるで自分のところまで引っ張り上げようとしてくれている気がしてならないのは、私の希望的観測だろうか。

「これで残りのクリスタルは１つずつだ。さっきの一撃はもう見た。それを超えていくような何かがない限り、俺は負けないよ」

　必死で最後のクリスタルを守るようにじりじりと後退する私に、試験の解答を求めるかのように赤あか間まくんが言い放った。

　きっと、その言葉に偽いつわりはない。

　けど、その言葉を打ち砕いてしまえるのではという妙な自信もついてしまっていた。

　指輪の熱を、もう片方の手で触れて確かめる。

　うん、だいぶ冷めてきている。

　今度は壁越しではないので威力の減衰もない。

　かすっただけで試合終了にできる。体術勝負に持ち込まれてしまう前に……勝負を決めきる。

　高い壁の上まで跳躍して乗り、片目をつぶって狙ねらいすます。

　その間、息を一つ吸い込むくらいの時間で。

　きっとこの一手は読まれている。けど、少しでも可能性を高めるために。

「…………!!」

　テンションＭＡＸなのは心の内側に留とどめながら声には出さずに、必殺の一撃を撃ち放った。

　そう距離は離れていない。

　反応できても回避には間に合わない射出の速さを意識しながら。

「言ったろ？」

　赤間くんはそんな風に嘯うそぶく余裕を見せ付けながら。

「それはもう一回見たってさっ！」

　瞬時に避ける……と思いきや、鎌かまを大きくブンッと振るって光弾を２つに切り裂いていた。

「噓うそでしょ……？」

　切り裂かれた光弾は綺き麗れいに分かれて地面に着弾して地を抉えぐる。

　威力がさっきよりも衰えたということはない。

　スピードはむしろ速くなっていた。

　それなのに、軽くあしらわれてしまう。

　何発撃っても、きっともうヒットすることはない……。

　もちろんそれは単なる直感……予感でしかない。

　けれど、きっと確かな予感だと思った。

　どうする、どうする、どうするっ……!?

「作戦を練る時間が必要なんじゃない？　ま、そんな時間……」

　赤間くんがそう言いながら、大鎌を構えて飛びかかってくる。

「もう与えないけど、ねっ！」

　その台詞せりふ通り、頭の中で打開策を思案する余裕なんてあっさりと吹き飛ばされてしまった。

　最後のクリスタルを守り抜くために全神経を注がなければ、打開策以前にこの試合が終わってしまう。

　全開で動かし続ける手足が熱い。

　赤あか間まくんの攻撃の軌道を読むことで頭の中が熱い。

　そして、連続でパワー過剰な能力を発動させたからか指輪が熱い……。

「これでバトルの結果も私にとって熱いものにできたら最高なんだけどっ！」

　そんな風に軽口を叩たたく余裕くらいはまだある……なんて見せかけてはいるけど、正直もう、いっぱいいっぱいだった。

　もう無理っす、と体が悲鳴をあげているのがわかる。

　無理とか言われるのが無理だから！

　もうちょっと耐えてよね、私の体！

　そんなぁ……と嘆くかのように重くなってくる体に鞭むち打うつように、振り落とされる大おお鎌がまの刃を両足で挟み込み、プロレス技のドラゴンスクリューの要領でそのまま横にひねって赤間くんごと投げ飛ばした。

　着地と同時、アクロバティックな技に驚いた顔を見せる赤間くんに、鉄砲のように見立てた指を向けた。

「おっと……！」

　私が能力を発動させると思ってくれたらしく、一度倒れこんだ状態から素早くリカバリーして大きくサイドステップしていた。

　もちろん、倒れた赤間くんを狙ねらい撃って終わるだなんて安直なことは考えていない。

　構えは一度時間を作るためのブラフだった。

　こんな攻防を続けていたら、どこかで悪手を繰り出して先にクリスタルを壊されてしまうのは間違いなく私だ。

　気になるのは、赤間くんの上半身の服が、さっき私が投げ飛ばしたときに落ちた場所の地面が荒れていたのか、ところどころ破やぶれてボロボロになっていることだった。

「ん、ちょっと邪魔かな」

　赤間くんは軽くそう言い放つと、びりびりと音を立てて上半身に纏まとっていた服を……。

「破り捨てちゃった!?　いいんですかそのサービスショット！　引き締まった体を披露しちゃっていいんですか!?」

「仕方ないでしょ、動くのに邪魔なんだからさ」

　観客席との間に結界が張られているせいで聞こえないけど、きっと今頃観客席では黄色い悲鳴が轟とどろいているはずだった。

　ムキムキに鍛え上げられた肉体、というわけではない。

　けれど、引き締まっていてハリのあるいい体だった。

　……って、何赤あか間まくんの肉体美を評論しちゃってるの私!?

　指の形は構えを崩さないままで、片目をつむって狙ねらいすますようなポーズで赤間くんを見据えたまま前方へ走り出す。

　慎重な赤間くんはそんな私を見て警戒したのか、向かってくることなく後退してくれていた。

　計算通りではあるけど、こんなに上う手まく行くとは思わなかったのでちょっとだけ調子にも乗る。

「ほらほらほらぁ！　バキューンって撃つよ!?　赤間くんの錆さびたハートごと撃ちぬいちゃうよっ!?」

「誰のハートが錆びてるって!?　っていうか、能力よりもその失敗したウインクみたいなのをしてる顔が恐ろしいんだよ！　閉じてる方の瞼まぶたが高速でぴくぴく動いてて何か不気味な生物が生まれてきそうな気配がするんだ！　俺の本能的なヤツが近づいたら危険だって警告してるんだよ！」












　とても失礼なことを言いながら、赤あか間まくんが必死の形ぎよう相そうで逃げていく。

　赤間くんがここまで必死になってるのを見たのは初めてかもしれない。

　その原因が私の狙ねらいすまし顔だというのは、なかなか傷つく事案だけど……。

　何はともあれ、考える余裕が与えられたことが実はありがたかった。

　試合の中で、違和感を感じていたことがある。

　私の能力発動のキーアイテムである３つの指輪。

　能力発動後にかなりの熱を帯びるんだけど……。

「３つのうち、１つしか熱くなっていない……？」

　赤間くんに聞こえないような音量で独り言を囁ささやく。

　そのせいでまた私の顔が怖い感じに見えたらしく、赤間くんは、お化けでも見たようなあたふたっぷりで更なる撤退を始めていたけど、それは置いておいて……。

　指輪が熱くなっているのは１つだけ。

　その意味を考える。

　今思えば、練習で発動したときも同じだったかもしれない。

　深いことは考えずにいつも通りに能力を発動させたら、威力が爆発的に向上していた……ただ、それだけ。

　私はまだ、この能力のすべてを扱えていないんじゃ……？

　３つある指輪のうち、たった１つ分を発動させるだけで戦いに挑んでしまっているってことは……？

　熱を帯びているのはシルバーの指輪だけ。

　残り２つの指輪……ゴールドと透明なシンプルなデザインの指輪が、ただの装飾品だとは思えない妙な存在感を放って鎮座していた。

「試してみる価値はある……のかな？」

　ぶっつけ本番で何が起こるかわからないというのは怖いけど、未知の力が存在するかもしれないという想像にはワクワクしてしまう。

　その想像の火種に息を吹きかけて火を起こすみたいなイメージで、指を一本立ててふーっと息を吐く。

　一瞬の空想の中で不確かな……ノイズだらけの映像が再生された気がした。

　そこに映っていたのは、この能力を授けてくれた少女。

　つまり、私のご先祖様……？

　その口元が、微かすかに。

　けれど確かに笑っていた。

　そして、空想は炎に飲み込まれて消し炭になる。

　それと同時、何かが自分の中に……固着した。

「一宮いちのみやちゃんも試合中にぼーっとしちゃってどうしたのさ？　あきらめて俺たち演劇部に勝利をプレゼントしてくれるわけじゃないんだろ？」

「私の辞書にあきらめるって文字が載ってると思いますかっ!?」

「えっ、それは普通に載ってるでしょ？　印刷ミス的なことでもない限りさ」

「確かに私の持ってる国語辞典にはきっちり載っちゃってますけど！　そういう現実的なアレじゃなくって、気持ちの……心意気の辞書ってやつですよ！」

「ああ、そっちの辞書ね。なら、一宮ちゃんの辞書には〝あきらめる〟も載ってないけど、〝恥ずかしい〟と〝油断大敵〟も載ってないんじゃない？」

「わ、私にだって恥ずかしいという感情くらいちゃんとあるよ!?　例えば小さい頃に近所の盆踊り大会でエルナダンスという不思議な踊りを開発して、周りの正統派盆踊りに対抗するように一人だけエルナダンスを陽気に踊りまくっていたことは、今となっては本当に恥ずかしいよ……」

「それは恥ずかしいというよりは単なる恥だと思うな？」

「違うの、赤あか間まくん誤解しないで！　私はそのダンスが恥ずかしかったわけじゃないの！　独りよがりの踊りを披露していたことが恥ずかしかったの！　お祭りに参加していた他のみんなも真ま似ねできるような、もう少しレベルを落としたダンスをしていれば、盆踊り大会をエルナ踊り大会に変えることもできたはずだよ……。みんなも踊ってくれたはずだよ……。自分が恥ずかしいよ……」

「なるほど、バカだ」

　バカっぽいことは否定できないけど、昔お母かあさんが、世の中に良いバカと悪いバカの二種類が存在するとしたら、エルナは良いバカの部類に入るわね。って言ってくれてたもん！

　……その後、どう分類してもバカはバカだけどね、って悲しそうな顔で付け加えられたけど！

　ええと、赤間くんはなんて言ってたっけ。

　私の辞書には〝恥ずかしい〟と〝油断大敵〟も載ってない……だったかな？

　えっ、油断って何のことだろ……？

「今、一宮ちゃんがしてることだよ」

　赤間くんのその台詞せりふは、耳元で聞こえていた。

　そんなはずはない。

　赤あか間まくんの姿は視界にはっきりと捉とらえているし、距離もある。

　油断……うっ、能力をいつの間にか発動されてたっていうの!?

　声の主……赤間くんの分身の方を振り返ることはせずに、その場に伏せるように倒れこんだ。

「いったぁっ……！」

　手で受け身をとることもせずに、とにかく身に迫る嫌な悪お寒かんから逃げることだけを考えて。

　そしてその悪寒は刃という実在する形を伴って、さっきまで私の頭があった辺りを凄すさまじい速度で通り過ぎていった。

　いつの間にかどこからか忍び寄っていたらしい赤間くん……その分身が、最後のクリスタルを狙ねらってアタックを仕掛けてきていた。

　見た目なんて気にしている場合じゃないので、ゴロゴロと転がるようにしてから起き上がる。

「惜しいね。俺が何も言わなきゃ終わってた的な感じ？」

「そ、そそそそんなことないよ！　わかってたし！　あっ、赤間くんそろそろ仕掛けてくるなって！　私ってギリギリの綱渡りみたいに生きてるところがあったりするから、避けるのもそんなノリで！　ねっ？」

「その姿を見るとギリギリの綱渡りから足踏み外して落っこちてるだろ……」

　言われて自らを省みると、受け身もとらずに思いっきり倒れこんだせいで鼻血は出てるし制服は汚れまくってるし膝ひざはすりむいてるしで散々だった。

「俺、運動部でもないのに膝をすりむいてる女子高生見るの初めてかもしれない。記念に写真撮っていい？」

「いいですよー！　って、からかうのはやめてっ！」

　キメポーズまでとりかけたけど、垂れてくる鼻血にそれどころではないと思い知らされる。

　本当に紙一重だった。

　クリスタルの、持ち主の生徒への追随速度はかなり優れているからどうにか間に合ったものの、こんなことで負けが決まってしまったらそれこそ〝恥ずかしい〟。

　負けなかったら、鼻血を出そうがボロボロになろうがどうなったっていいんだ。

　最後に勝者としてこのステージに立っていられたら、それで。

　制服についた汚れを払い取ることよりも、鼻血を拭ぬぐうことよりも大切なことがある。

　優先すべき道がある。

「……何かあるんだろ？　いいよ、やってみな？　俺も一宮いちのみやちゃんの全力を……すべてを受け止めて、それで上に行きたい」

　上へ。

　中間試戦トーナメントの決勝の舞台へ。

　それは入学当初の私にとって、雲のかかった山のように途方もなく高く見えていたっけ。

　その山の頂上まで、登れるチャンスがある。

　なら、ここで途中下山なんてしてられないでしょ!?

　今回はここまでよく登りました、次回はもっと上を目指しましょう……そんな話じゃないのだ。

　この山は今しか存在しない舞台で、次にはまた形も高さも何もかもが変質してしまうんだから。

〝大暴言〟だと思う人もいるかもしれない。

〝大放言〟だと笑う人もいるだろう。

　けど、私にとってこれは〝大冒険〟なんだ。

　だから声を大にして言いたい。

「赤あか間まくん。私はこの試合に勝利して、赤間くんの……演劇部の魂もてっぺんまで一緒に持っていくよ!!」

　高らかに宣言した。

「あの、魂って……。俺たち死ぬわけじゃないからね!?　っていうか一宮ちゃんにはまだ早いよ。頂上は酸素が薄くてさ、クラクラして……まっすぐ立ってらんなくなるんだ」

「でも、それが気持ちよさそう！」

「ふーん、わかってるね？　けど、今回それを味わうのは俺だよ。一宮ちゃんじゃないッ！」

　赤間くんはそう言い切りながら、観客席の方向を一いち瞥べつして駆け出す。

　きっと、その辺りに演劇部の仲間がいるんだろうと思った。

　隔絶されたこのステージに声は届かないけれど、想おもいは間違いなく届いている。

　けど、それは赤間くんにだけじゃない。

　私にもおとねちゃんの想いが……ついでにビミィのも届いてるんだ。

　その場を動かずに立ち尽くしたままで、赤間くんを迎え撃つ。

　指の構えは、いつも通りに。

「それはもう当たらないって、一宮ちゃんもわかってるでしょ？」

　赤あか間まくんは、薄うっすらと笑みを浮かべながら……大おお鎌がまを振るって壁を破壊しながら突つき進んできた。

　威嚇のつもりなのか、クリスタルを破壊する予行演習代わりか。

　そう、いかに威力が向上しようと、弾速が上がろうと……バレバレな大砲である私の能力を闇やみ雲くもに撃っても当たりはしないだろう。

〝オモチャの銃剣〟にしても、そもそも剣技を磨いていない付け焼刃だった。

　いつも通りのテンションで喋しやべってごまかしてみたりもしたけど、私の足が疲労のせいかピクピクと震えてきちゃってるの、絶対把握されちゃってるよね……？

　こんな状態で接近戦なんて御免こうむりたい。

　けど、赤間くんがこれまでにないくらいに直線的に、まっすぐに勢いのままに轢ひき倒そうとしてくるのを見るに、何か特別な手を打たない限りは向こうの望む決着手段に持ち込まれてしまうはず。

　決して後ろ向きになったわけじゃないけど、客観的に見て今の私は八方塞ふさがりで敗退まで時間の問題っていうやつ？

〝オモチャの銃〟発動のポーズは解かないままで、指に装着された指輪に視線を送る。

　少女の……一宮いちのみや家のご先祖様の幻想によって付与された、私の能力のバリエーション。

　……その１つを、今ここで解放する。




「テンションＭＡＸ!!　いっけぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!!」




　……ぽすん。

「あ、あれぇ!?」

　指先から迸ほとばしり、赤間くんへ向かっていくはずの能力はびっくりするほどの不発で、ちょっと緊張気味に声が裏返りながら叫んだ私が完全に滑ったみたいな空気になってる。

　端末を見ても、能力名の表示は出ていない。

「……ちょっと待って、この流れって私はいきなり能力の新しいバリエーションに覚かく醒せいしていきなりガンガン使えちゃって赤間くんびっくりで大勝利～！　っていう都合のイイやつじゃないの!?　少なくとも私はそう信じてたよ!?　だからさっきもちょっとかっこつけたみたいなやり取りしてたんだよ!?　あー、恥ずかしい!!　たぶん今顔真まっ赤かだよ！」

「顔色は真っ赤じゃなくて真まっ青さおみたいだけど？　一宮ちゃん。茶ちや化かしてるけど、本当は相当あせってる的な？」

　……赤間くんの言う通りだった。

　私が恥ずかしいとか、そんなことは今はどうだって良くって。

　このままでは勝てない、残された可能性が消滅しかけている……という事実に直面してるんだから。

　そうこうしている間に距離を詰めて大おお鎌がまを上段に構えている赤あか間まくんから距離をとるべく、大きく跳ねて逃げ惑う。

　分身を気にするとか、そんな余裕はこれっぽっちもありはしない。

　ただ遁とん走そうするだけの、きっと観客席から見たら惨みじめな姿に違いなかった。

　広大なステージを縦横無尽に、追いかけっこのような形になる。

　赤間くんはまだ私の能力を警戒してか、思い切ってとびこんでこないからどうにかクリスタルは壊されずに済んでいる……だけだ。

　私には取って置きの秘策がまだあるかもしれない、と読んでいるのかもしれなかった。

　それは私に対する赤間くんの高評価であり、本当なら喜ばしいことなのに。

「今は……自分が情けないし、やるせないよっ」

　壁を盾に赤間くんの斬ざん撃げきをかわしながら、ゴールドの指輪を撫なでてみる。

　それによって突然指輪が輝き出す……！　わけでもなく、指輪が喋しやべり出した……！　なんて奇跡が起こるわけもなく、撫でられることでちょっと指輪に指紋がついただけだ。

　ああ、現実ってなんて残酷……。

「一宮いちのみやちゃん、さっきから何してんの？　それは魔法のランプ的なもの？　こすって願いを言えば叶かなっちゃったり？　……願いはさ、自分の手でしか叶えられないよ？」

　赤間くんがそう語りかけながら、空振りした大鎌に繫つなげるようにピンポイントでクリスタルを狙ねらってハイキックを繰り出してきた。

「ぎゃっ、あぶなっ……！」

　すんでのところで直撃は免まぬがれたものの、私の最後のクリスタルには見事にヒビが……。

「ヒビが入るどころか、もう時間の問題で砕け散りそうだよ!?　大丈夫なのこれ!?　絶対安静!?　赤間くんちょっとそのまま静かにして動かないで！　人の命がかかってるんだよ！」

「人じゃなくてクリスタルだろ……。俺はそれを壊すためにやってるんだよ？」

「はっ……!?　死神!?　そんな鎌持っちゃってるから死神プレイなの!?　命を奪って食くらおうっていうの!?　それでも人間なの!?　あっ、人間じゃなくて死神だった!!　もうおしまいだー！」

「絶体絶命のピンチだっていうのに、一宮ちゃんは最後までらしさを失わないな！」

　語尾に力を込めながら、それと同時に赤間くんがとどめの一撃を振るった。

　けれど、クリスタルに刃が当たる刹せつ那な、私は自らの手を差し出してクリスタルを守る。

　ケガも覚悟の上で、決死の……けれど無意識に反射的にとった行動だった。

　赤あか間まくんは茫ぼう然ぜんとした様子で私の手と、自分の鎌かまとを交互に見ていた。

　クリスタルは……壊れていない。

　私の手が……というよりも、私の手にはめられた能力の媒体となる指輪が刃をはじき返す形で、斬ざん撃げきを防いでいた。

「こんなことあるかよッ……！　偶然指輪でガードできたってのか!?　俺は対抗戦で相手にケガをさせる気はないんだ！　なんて無む茶ちやしやがる……！」

「無茶でも無謀でも、たとえケガしたって。抗あらがうのをやめたら、それは私じゃ……一宮いちのみやエルナじゃないからねっ！　いや、でも実際あせったよ……死ぬ前に見る走そう馬ま燈とうってやつが見えた気がしたもん。なぜかシグレがいて、こっちにおいでって手を振ってたから帰ってこれたけどさ」

　指輪に感謝してさすりながら、もう一度赤間くんと距離をとる。

　一ひと太た刀ちを凌しのいだとはいえ、決してこの場を凌ぎきったわけではない。

　端末をチラ見しても、タイムリミットまでは時間があった。

　引き分けを狙ねらう算段もできない。

　クリスタルは、今にも砕けてしまいそうだった。

　このクリスタルとは、共に戦う戦友のような気持ちになってくる。

　頑張って、気を強く持って！

　もう少しだけ耐えてっ……！

「私が不ふ甲が斐いないばっかりに、こんな姿にさせてしまって……。格闘ゲームの女の子キャラだとしたら、やられて服が破やぶれたまま体力ゲージが残りわずかみたいな感じだよ……ああ、えっちだよ……クリスタルちゃん……」

「一宮ちゃんは一体何の話をしてるんだ!?　俺とは別の次元で戦ってないか!?」

　指輪をさすさすと心を込めてさすってみる。

　さっきまでとはちょっとだけ異なる感情が入ってしまっているのも事実だった。

　やましい気持ちがないと言ったら噓うそになるさすり方だった。

　息を荒げながら指輪を触り続ける私にドン引きした様子の赤間くんが足を止めてくれたのは助かったけど、何か大切なものを失ってしまったような気もする……。

　ただ、誤解しないで欲しいんだけど……私は闇やみ雲くもに現実逃避するために指輪を触り続けていたわけではなかった。

　赤間くんの攻撃を指輪でガードした後から、ゴールドの指輪が微かすかに熱を帯び始めていた。

　対抗戦の舞台で対戦相手の赤あか間まくんの攻撃に触れたことにより、眠っていた指輪が目を覚ました……というより、今はまだ寝ぼけて二度寝しようとしてくれている。

　そこで私は必死に、

「もう朝ですよ──！　カンカンカンカンカン！　朝ご飯は美お味いしいシチューですよー！」

　と起こしているような状態なのだ。

　けどこの指輪も持ち主に似たのか寝ぼすけさんで、

「えぇー、シチューって昨日きのうの夕飯の残りでしょ……？　いらないからもうちょっと寝かして……」

　とかワガママを言っているみたいに完全には目覚めてくれていなかった。

　言ってしまえば、指輪にとって今日きようは大事なテストの日なのだ。

　対抗戦という、待ちに待った出番の日なのだ。

　それなのにちっとも起きてくれないのだ。

「もう!!　お願いだから言うこと聞いてっ!!」

　指輪に向かって絶叫する私に、赤間くんは深いため息をついて、

「そろそろいいかな？　一宮いちのみやちゃんはよくやったよ。粗削りだけど、次はもっと磨き抜かれたスキルを見れそう的な、さ」

「次じゃだめっ!!　だめなんです！　だめなの……！　だって、だって。今回優勝しないと、星せい鎖さ先輩が……」

　私のその声は、後半に行くにつれてかすれて、小さくなって。

　赤間くんの耳にも、この試合の様子を追っているカメラのマイクにも。

　きっと誰にも届いていない。

　……そう思っていた。

　けど、私の手が……ううん、指にはめられたリングすべてが。

　私の言葉に呼応するように、力強く輝き出していた。

「なんだ……？　負ける間ま際ぎわ……最後に光り輝くみたいな習性でもあるの？　一宮ちゃんの指輪って」

　赤間くんは冗談めかしたような口ぶりで私をからかいながら、明らかに警戒の色を強めていた。

「違う、違うよ赤間くん。最後だから輝いてるんじゃない。今、この瞬間に産うぶ声ごえをあげたから。これは、私の能力の……喜びの光なんだよっ」

　それを肯定するように、更にゴールドの指輪が眩まばゆいばかりの光を放っていた。

　さっきまでまるで表示されていなかったのに、端末には今こんな文字が浮かんでいた。




『能力：オモチャの銃　γガンマ』




　私に託された生命。

　なだめても嘆いても心臓の鼓動が聞こえなかった能力。

　それは今この瞬間……確かに産うぶ声ごえをあげた。

　それも、これ以上ないくらいド派手に、鮮烈な閃せん光こうと共に。

「さっきまで鉛みたいに重たかった足が、軽くなったみたい……。すごい！　私、まだ戦える！　この子と……ううん、この子たちと一緒に！」

　最後にもう一度、お礼を言うように指輪をさすって。

　呼応するかのようにひときわ強く輝いた後に収束した光は、指輪と私の中に吸収されるようにして消えていった。

　体温がちょっと上がったような錯覚を覚えた。

　いや、錯覚じゃないのかもしれない。

　ジワリと手に浮かんだ汗は、興奮からくるもの？

　違う。

　寒気からくるものだ。

　私の脳裏には今、このバトルの決着の未来図が見えた。

「最後にこのステージに立っているのは……赤あか間まくんじゃなくて私だっ!!」

「あのさ、急に元気いっぱいになっちゃったところ申し訳ないんだけど。俺の勝ちは揺るがない。自分のクリスタルを見てみな？　今にも、風に吹かれるだけでも壊れちゃいそうだろ」

　息を吹きかけるような仕草をしてから、赤間くんが動き出した。

　言葉とは裏腹に何かあると感じているのか、まっすぐではなくフェイントを交えながらのアタック。

「〝クーデターフェイカー〟!!　俺はこう見えて臆病でね。保険はかけられるだけかけて、手は抜かない主義なんだ」

　赤間くんは跳躍しながら中空で分身を出し、それぞれが異なる地点に着地する。

　本体がどれかは捉とらえられているから、それを隠すつもりは最初からなくて、こちらが視点移動をしなきゃいけないようにさせる、文字通りの保険のつもりなのかもしれない。

　ただ、最後に残されたクリスタルが何かにかすっただけでも破壊されてしまいそうな状況下ではボディブローのようにジワジワと効いてきそうではある。

　でも、おかしかった。

　微かすかに光明が生まれたとはいえ、王手をかけられているのに変わりはない。それなのに、どんどんワクワクして……笑え顔がおになってきている私がいる。

　だって、今から新しい扉を開けて、未知の一歩を踏み出すようなものなんだ。

　固く閉ざされていた扉の鍵は解き明かされて、もう私がドアノブを回せば、そこにはきっと……。

「きっと、無限の物語が広がってる!!」

「なら、俺はその物語に幕を下ろす魔王役……的な？　はっ、どんな役でも演じきってやるよ。演劇部代表の赤あか間ま遊ゆう兎ととしてっ！」

　言葉通り、本当に魔王役を演じているのかは定さだかではないけれど、赤間くんのその瞳には一切の甘さを捨てたかのような鋭さが宿っていた。

　凄すごみさえ感じる。

　それでこそ、ボルテージも上がってくるってもんだけど！　体温が上昇するどころか、血が沸騰ふつとうするような感覚さえあった。

　その間もずっと、早くこの世界を飛ばせて……とでも言いたげな様子で端末に表示され続けていた能力名。

〝オモチャの銃　γガンマ〟。

　名前からもわかるように、一人で全く異なる複数の能力を持てたわけではなさそうだった。

　あくまでも一つのバリエーション。ただ、使い方次第で可能性の領域が大幅に広がることは間違いないだろう。

　意識をゴールドの指輪に集中させる。

　すると、それに応えるように指輪の熱量が上昇した。……この時を、この子も待っててくれたのかな？

　その熱量のせいで、蓄積していたはずの疲労も蒸発してしまったらしい。試合開始直後よりも、今の方が私のスピードは増しているような気がした。

「一宮いちのみやちゃんは成長が早くて、目を離すといつの間にかとんでもないところまで行っちゃってそうだよ」

「成長が早い!?　目が離せない!?　赤間くんのえっち！　そんな目で私を見てたのね!?」

　両手で体を隠しながら叫ぶ私に、赤間くんは呆あきれるでもなく口元だけで笑んでそのまま向かってくる。

　……えっ!?　本当にそういう目で私を!?

　そんなわけないよね、と自分で勝手に納得しつつ攻撃からの回避行動をとる。

　クリスタルが瓦が解かいしてしまう寸前でシビアな動きが要求されてきているのに、アクロバティックに展開しながらも丁寧に体を使えているようになっている気がした。

　ただ、一瞬バランスを崩すだけで、即、負けに繫つながってしまうシビアな状況に変わりはない。

　動き回りながら、赤あか間まくんの位置と距離、障害となる壁の場所を計算していた。

　イメージ通りならば。

　あの少女……ご先祖様が見せてくれたノイズ混じりの映像通りの使い方が本当にできるのなら。

　……今、この瞬間が撃つべきときだ。

　これを逃したら、少しずつ追いつめられて間に合わなくなる。

「動いて。イメージ通りに。勝利への軌道を描いて……！　テンションＭＡＸ!!　ぶっ飛べぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!!」

　その叫びと共に、指先から光の銃弾が放たれる。

　指輪を得る前……威力が増す以前と大差のない、ともすれば劣化したような弾速。けれどこのバージョンの弾は……。

　私がオーケストラの指揮者のように、光の銃弾を射出した方の腕を右へ振ると、光もその方向へと軌道を変えた。

「ちっ、曲がったのか!?　それも一度限り的なことじゃない……。弾が消えるまで何度でも!?」

　赤間くんの〝クーデターフェイカー〟による分身を次々に粉砕しながら、弾は引力など感じさせない動きで３６０度自由に飛び回る。

　私の振る、意思というタクトの向く方へ。

　壁を破壊しながら突つき進める程の威力でもないから、今までの能力との使い分けが必要になるだろう。そんなことを冷静に考えながら、残るは赤間くん本人を残すだけになっていた。

「ふーん、これが切り札か。でもさ、俺言わなかったっけ？　一回見ちゃったらもう、食くらわないんだ」

　最初に軌道を曲げた時点でヒットさせるべきだった……？

　けど、位置関係を考えてそれは不可能だった。

　仕方がなかった──。

　でも、赤あか間まくんの強気の言葉は、偽いつわりではなさそうだった。

　光の弾丸がいくら追っても、どんな変則的なカーブを描いてクリスタルに迫っても、そのことごとくを華麗に回避されてしまっている。

「当たらないよっ!?　どうして……!!」

　放課後シックスで赤間くんが講師をしてくれているときならきっと答えてくれていただろう。

　でも、今は対抗戦で勝負してるんだ。

　あの赤間くんと同じ土俵に上がってるんだ。

　新入生も先輩も関係ない。

　……答えは自分で探して摑つかみ取とるしかない。

　結果を急ぎすぎて、赤間くんのクリスタルへ誘導するように動かしすぎているから避けやすいのかも……？

　そう思って、不規則な軌道を描いて赤間くんが移動しそうなところへ弾丸を先読みで飛ばしてみたりもする。

「おっ、頭使ったね？　悪くない。さっきまでのが赤点だとしたら、これでどうにか赤点と補習は免まぬがれた的な感じかな」

「私はクリスタルを壊して１００点がとりたいの！　可愛かわいい子に尊敬のまなざしを向けられたいしみんなに褒ほめられたいのっ！」

「……理由はともかくとして、志は高くていいんじゃない？　できるかどうかは別にしても、ね」

　どう腕を……弾丸を操るタクトを振っても、まるで意に介す様子も見せずに赤間くんが一歩、また一歩と私を射程圏内に捉とらえようとしていた。

　私も腕を振り回しながらでは、どうしても自身で動き回るスピードが鈍化してしまっている。

　まずい。

「一宮いちのみやちゃんが苦心してどうやって指揮をとろうと、鳴らしたい音楽……その終着点がわかってる限りは、やられはしないさっ！」

　弾丸で破壊できない壁の裏を回られて、後方をとられてしまう。弾丸の軌道確認も相まって、ほんの僅わずかの間だけ赤間くんの居場所を見失う。

「とった。……これで終わりだ」

　まるで本当の死神のようにトーンダウンした赤間くんの声が真後ろから聞こえた瞬間には。




　パリィィィィィィィィィィィィィィィン!!




　クリスタルは、粉々に砕け散ってしまっていた。




『勝者　一宮いちのみやエルナ』




　端末から、無感情に決着を告げる音声が流れた。




　勝者は私。

　その判定は、エラーでもなんでもない。私のクリスタルは、後ろをとった赤あか間まくんの大おお鎌がまによって砕け散っている。

　けれどそれとほぼ同時に、私の弾丸は赤間くんの最後のクリスタルに直撃していた。

　間一髪、私の方が早かった……。

　赤間くんもそれはわかっていたようで、不服を申し立てるでもなく笑いながら言った。

「おいおい、これで終わりだ……なんてカッコつけて言っちゃったけどさ、退場するのは俺の方みたいだ」

「どっちが生き残ってもおかしくなかったよ、赤間くん……。私に勝利の確信なんてちっともなかった。上う手まく行く保証だって」

「騙だますのが得意な俺が、逆に騙されるなんてね。一宮ちゃんはいい役者になれるよ。俺はてっきり、弾丸は一宮ちゃんの腕の動き……タクトに見立てて振っていたあの動きに対応して弾道を変えてるんだと思い込んでた。けど、実際はそうじゃなかった」

「うん。本当は腕なんて関係ないの。私の思うまま……イメージした方向に弾丸は向かってくれる」

　そうは言っても、赤間くんがそれを理解してしまえば、私の思考まで読み取って弾丸には当たってくれないと思った。

　だから、最後の最後。私のクリスタルを壊せると意識が弾丸から逸それる唯一の瞬間を、狙ねらい撃った。

　きっと、観客席から見たらクリスタルが壊れたのはほぼ同じタイミングに見えていたはずだった。

　それ程に拮きつ抗こうしていたし、コンマ何秒という時間が勝敗を隔てた。

　観客席とステージを隔絶する結界が消え、観客席からの大歓声のせいで耳がふさがってしまう。

　赤あか間まくんは私の肩にポンと手を置き、ただ頷うなずいて……観客席に手を振りながらステージを後にした。

　これ以上言葉はいらない、という赤間くんの言外の気持ちが、その手の温ぬくもりと……そして小さな震えから、伝わった。

　赤間くんだからそうは見えないようにしてただろうけど、きっと疲れていた。

　それに……絶対に悔しかったんだ。

　また、背負うものが増えたのだと知った。

　けれどそれは不快な重さではない。重ければ重たいほど、気力が充実してくる。そんな心地ここちよい重みだった。












　喜びが爆発する……という気持ちは、自分でも驚くくらいに湧わき上がってこなかった。

　決勝戦進出という大快挙を成し遂げたというのに、今までみたいに観客席にアピールしたりといったことはまるでする気になれなかった。

　だって……次は、まず間違いなく星せい鎖さ先輩と戦うことになる。

　それを目標にしてきたはずなのに、複雑な心境なのはなんでだろ？

　胸がいっぱいすぎて、胸やけしそうだった。

　それでもどうにか最低限観客席に向けて礼をして、控室へと歩みを進める。

　望んでいたちやほやタイムだというのに、ドライとさえいえるリアクションの私の姿に眉をひそめているシグレの顔が視界に入った。

　その姿を見たらちゃんと気持ちが緩ゆるんだから、笑え顔がおになってシグレにブイサインを送る。シグレも安心したのか、同じようにブイサインを返してくれた。





　　　＊






　控室に戻ると、遠くからまだ大歓声の名な残ごりが響いてはいるものの、途端に静寂の中に囚とらわれたような感覚に陥おちいる。

　ただ落ち着いた空気だけが流れる自分だけの空間。

「そっか、私……勝ったんだ。決勝戦に行けるんだ」

　だいぶ遅れて、実感が湧き起こってきた。そして決勝戦で星鎖先輩に勝って、私が優勝できたなら。

「星鎖先輩は帰宅部を辞めて、私の部に……放課後楽園部に入部してくれる……んだよね？」

　その呟つぶやきは、自分への確認みたいなものだった。

　その呟きは、彼らの耳に聞こえていたのだろうか。

　それはわからない。

　けど、

「やったな、エルナ。オイラはエルナが勝つって信じてたんだよ」

「う、噓うそです。藤ふじ白しろは目撃しましたよ。エルナの最後のクリスタルにヒビが入った時点で、『女の子の上じよう手ずな慰め方　完全版』という本を熟読し始めていたのをっ！」

「ぐっ……。ま、まあ勝ったんだしいいだろ。……エルナ、気持ち悪い顔してどうした？　頰ほおが緩みまくってんぞ？」

　ビミィとおとねちゃんが控室に戻ってきて、静寂の中から私を連れ出してくれた。二人が心底驚いて喜んでくれているのがわかった。

　特にビミィが、ちょっと涙を拭ぬぐった後のように目を赤くしているのに感激してしまう。

「ビミィ、もしかして嬉うれし泣なきとかしてくれちゃったの～!?　やっぱり可愛かわいい教え子が大活躍する姿には感極まるものがあったの!?　ねえねえあったの～!?」

　私が照れ隠しも込めて肘ひじでグリグリとビミィを攻撃すると、

「そうだよ。悪いか？　入学から……いや、入試からずっと見てきた生徒があんなに頑張ったんだ。こんなにも成長したんだ。それを見せつけられてさ、我慢できないだろ」

　いつも通り、笑い混じりのやり取りになると思ってた。

　本当は泣いてないとか、泣いたとしても理由は他のくだらないことにあるとか、そんなオチかと思ってた。

　けど、違った。

　本気で赤あか間まくんと戦った私に、ビミィも本気で喜んでくれたんだ。

　そう思ったら、さっきまで不思議な程に感じなかった喜びの感情が、沸々と湧わき上がってきた。

　きっと、その感情が存在していなかったわけではないんだ。

　赤間くんや演劇部の事を思うと。次に控える星せい鎖さ先輩との決勝戦を思うと。

　そして、指輪のおかげか回復したように錯覚していた体力は、試合を終えてみればやっぱり限界を超えていた。

　でも、喜んでいいんだ……私は。

　ううん、むしろ喜ばなきゃ次のステップに進んじゃいけないんだ、きっと。

　ビミィとおとねちゃんがこんなにも称たたえてくれて、祝福してくれて、心配してくれて……その姿を見るまで気づけなかったなんて。

　二人の肩をかかえて、円陣を組むようにして思い切り抱きしめた。

　組んでいる肩が３人とも震えているのは、疲れている私のふらつきを支えてくれているせい。

　みんながみんな下を向いていて顔が見えないから、揃そろって泣いているなんて証拠はどこにもないんだ。

　だって喜んでるんだから……みんな笑ってるはずなんだ。





　　　＊






　……そんな感動ムードが継続したのは僅わずかな時間だけだった。根本的にシリアスが向いていないのだ、このメンバーは。

「ふ、藤ふじ白しろは泣いてませんでしたよっ！　藤白が唯一涙するのは、内申点が下がったと感じたときだけですっ」

「それもどうなの!?　例えば私が今の試合で命を落としてたら、それでもおとねちゃんは泣いてくれないの!?」

　誰が泣いてた、いや泣いてなかったという口論になり、おとねちゃんが泣いてたなんてとんでもないという顔で、ツーンと横を向いている。

「そ、それでも泣きはしないでしょうね！　藤白は父にこう言われて育ちましたから。『いいか、おとね。悪い男にだけは騙だまされるな。それとお金の貸し借りだけはしちゃいけないぞ』って」

「そのお父さんの教えとおとねちゃんが泣かないのは何も関係なくない!?　どこで泣いちゃダメって話に繫つながるのかなって思って聞いてたのに衝撃の結末だよ!?　あらすじと内容が全然違う映画みたいだよ!?　お金返して！」

「エルナ、申し訳ありませんが、たとえエルナでもお金の貸し借りだけは……」

「二人とも言い合いする元気があるなら食事とりにいこうぜ？　エルナは時間が空くとはいえもう一戦あるんだ。何か食べないと倒れちまうよ」

　ムキになって言い散らしている私とおとねちゃんを取りなすように、ビミィが空腹を訴えていた。

　ビミィもさっきまでの感傷的な雰囲気は既になかったことにしている。

　そう、決勝戦の開始まではたっぷりと時間的余裕があった。

　それはそうだろう、連戦してベストなパフォーマンスが出せないようでは問題がある。

　それに、この時間は各部が出で店みせとして出している食べ物屋さんの稼ぎ時でもあった。

　中間試戦はトーナメントが全すべてではない。それを取り巻く全てを包括しての一大イベントなのだ。

「それじゃ～決勝進出祝いってことでビミィにごちそうしてもらおう！　おとねちゃんは何食べたい？」

「藤白はこういう時に遠慮がちな一面があるので、高級なお肉を希望します」

「全然遠慮してないからな、それ……。強欲な一面見せ付けちゃってるからな……？　まぁ、今日きようは特別だ。好きにしろよ」

　ビミィが自身の端末を取り出してポイントを確認しながら、懐ふところに余裕があったのか意外にも快諾してくれた。

「さっすがビミィ!!　まぬけ面！　じゃないや、太っ腹！」

「エルナ、失礼ですよ。まぬけなのは顔だけではないでしょう？」

「お前ら、本当にいい性格してるよな……」

　いつもながらのやり取りに、すっかりリラックスできてしまっている私がいた。

　食欲なんてないと思ってたけど、体力を消耗したせいかお腹なかからは何か食べ物をくれと悲しげに鳴る音が聞こえてしまっていた。

　しっかり食べて、できたら体を休めるために……高ぶった神経を落ち着かせるために、少しでも睡眠をとりたいと思った。
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　控室を出ると、入る時とは打って変わってそこは人でごったがえしていた。

　単純に試合が終わって観客席からドッと人が出てきたタイミングだからだと思ったけどどうもそういう理由ではないらしい。

「きゃあああああっ！　出てきたよ、一緒に写真撮ってくれないかなっ？」

「人が多すぎて近づけないよ、こうやって見ると体が大きいわけでもないのにあんな試合凄すごいよね！　私感動しちゃったもん。勝った後の去り方もクールだったしっ」

　自意識過剰でもなんでもなく、みんな完全に私を見て声を上げていた。

　視線も総じて好意的なもので、温かさすら感じる。

　きた……。

　完全に私の時代が来てしまったよ……！

　けどここでテンションを上げて大騒ぎしては台無しな気がする。

　反応を見るに、どうも勝った後の態度が女子の心の琴線に触れたようだった。

　ふむふむ、ああいうのもウケがいいのね!?

　でもガマンできない！

　可愛かわいい女の子達に褒ほめられ尊敬され好かれたい！

　今なら抱きついても許されそうな空気じゃない!?

「はいはい、エルナは今から勝利記念に高級なお肉を貪むさぼるように食べますので道をあけてくださいね。勝者に相応ふさわしい肉をよこせとエルナは言ってます。可愛い女の肉でもいいぞ、うしゃしゃしゃ！　とエルナは笑ってます」

　おとねちゃんがむすっとした表情を浮かべながら人だかりを散らしている……のはいいとして、何そのイメージ悪すぎる散らし方!?

　確かにお肉を食べに行くけども！

　可愛かわいい女の子のお肉をつまみたい気持ちはあるけども！

「一気に人が引いていったな。エルナ、女子の肉はオイラじゃ買い与えてやれないからな……」

「ビミィ、すまなそうに言うのやめて!?　力不足ですまん、みたいな顔で私が本当に女の子をお金でどうにかしようとしてるみたいにするの本当にやめてくれる!?」

　おとねちゃんが、私が疲れてるだろうからって気を使ってくれたらしいのはありがたいけど、もっと他に人だかりから抜け出す方法は考え付きそうなものだった。

　とはいえ、控室への出入り口付近にいた出待ちのような集団は蜘く蛛もの子を散らすようにいなくなったけれど、出で店みせが立ち並ぶ通りはそれとは無関係に相変わらず人でごったがえしていた。

　普段あまり出歩かないタイプの生徒も含めて、この日だけは映像ではなく観客席から……あるいは、会場の近くでその臨場感を感じながら楽しんでいるのかもしれない。

　そんな特別な対抗戦の決勝戦まで駒こまを進められた事で、今更ながら身が引き締まる。

「み、見てくださいエルナっ！　あそこでエルナのブロマイドが売られてますよっ。あっ、あっちではフィギュアまで！」

「無断で商売に使われてるの!?　しかもフィギュアの完成度低すぎじゃない!?　私の髪の毛のパーツみたいなのがズレてるからカツラの女の子みたいになっちゃってるよ!?　それを笑いながら買っていく人が多いのはなんなの!?　何が目的なの!?」

　おとねちゃんが指さす方を見ると、私や赤あか間まくん、そして星せい鎖さ先輩のグッズまでが大量に売られていた。

　もちろん許可を出した記憶なんてない。

　フィギュアはもうちょっとなんとかならなかったかな!?

　過剰なくらいに美化して製造して欲しかったよ……。

「グッズ販売は、売り上げに応じた使用料があとでポイントとして本人たちに入るようになってるから安心しなよ。ま、トーナメント上位進出者の有名税ってとこかな。これだけ優勝者予想番組や紹介映像が連日流れ続けてるだろ？　ある種、アイドル化されてくるんだよ」

　丁寧に解説してくれるビミィは、その光景に特に驚いた様子もなさそうだから毎度の事なのだろう。

　新入生の対抗戦では見られなかった盛り上がり方に、啞あ然ぜんとしてしまう。

「で、おとねちゃんはなんで私の写真入りのうちわを買ってるの……？」

「う、売れ残ったら可哀かわい想そうだと思ったからですよっ！　それに、藤ふじ白しろはうちわコレクターとして有名なのをご存じないですかっ？　うちわには目がないんです。一日三食うちわでも生きていける程です」

「それで生きていけたら妖怪の類たぐいだと思うんだけど……」

　あんまり深くツッコんで欲しくはなさそうな空気を感じたので、それ以上は踏み込まないことにした。単純に、うちわを持って嬉うれしそうにしてくれているおとねちゃんが可愛かわいいしねっ！
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「エルナ発見だっつって！　みんなー、こっちこっち！」

　特徴的な語尾と愛らしすぎる声色で背中にタックルするようにぶつかってきたのは、演劇部の熊くま野のさんだった。

「なんでこんなところにいるっスか？　赤あか間ま先輩との激戦で身も心も疲れ果て、永い眠りについて……でもライバルであるぼくが能力に目覚めることによって、一宮いちのみやさんがぼくと戦うために再び起き上がるっていう激熱な青春展開のはずじゃなかったっスか!?　ぼくの予定と違うので早く眠って欲しいっス！」

「うさ丸まるの青春妄想物語、嫌いじゃないです」

　熊野さんの後に続くようにやってきたのは、うさ丸にトンきゅん。うさ丸にとっての青春ってなんなのか、私には最近わからなくなってきたよ……。

「演劇部みんなでどうしたのっ？　そんなにたくさん食べ物抱えてさー？」

　私の疑問に答えてくれたのは、赤間くんだった。

「一宮ちゃん達の分も買っといたんだよ。みんなで、もうひとつの準決勝を観戦しながら食べたいってことになってさ。俺は、ちょっと一人になりたい的なところもあったんだけど」

「あれぇ～？　遊ゆう兎とがエルナちゃんに、決勝戦に向けてアドバイスしてあげたいって言うからみんなで来たのにぃ～。一人じゃ行きにくいからついてきてって言ったの遊兎だったよ～？」

　にゃみりん先輩にバラされて、赤間くんがその口を抑えようとしていたけど完全に遅かった。

「青春っス……！　赤間先輩、ぼくよりも青春してて悔しいっスよ！」

「うさ丸やめてあげてください。赤間代表はにゃみりん先輩には強く当たれませんから、うさ丸に八つ当たりがいきますよ」

　トンきゅんの助言も虚むなしく、うさ丸まるは赤あか間まくんにプロレス技をかけられはじめていた。

「う、うさ丸の顔色が紫色になってるっつって!?　あっ、もう息をしてないっつって……」

　……演劇部の代表を降くだしてしまった私に対しても、恨うらむどころか何も変わらずに接してくれるのが嬉うれしかった。

　プロレス技で落ちてしまったうさ丸に、誰が人工呼吸をするかのじゃんけんをして、ビミィが負けたのにもかかわらず必死の抵抗をしているところで、うさ丸が勝手に目を覚ました。

「ここじゃ映像を見るには周りに人が多すぎるな。どこか落ち着けるところに移動しようか」

　赤間くんの提案に、あっ、と思いつく。

「それなら近くにいい場所がありますよ！」
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　以前と比べれば美術部の他の部員も時折訪れることがある分、九く頭ず竜りゆう先輩の私的な部室という雰囲気は薄れたこの部へ屋や。

　ただ、乳製品ばかり入った冷蔵庫や、ゴミ箱の中に捨てられた、丁寧に折りたたまれて捨てられている牛乳パックを見ると、相変わらず九頭竜先輩色の強い空間で安心してしまう。

「で、いきなり大人数で入ってきて食くい物広げてなんなんだ？　お前らのピクニックのしおりにはここでお弁当、とでも書いてあるのか？」

　突然の大勢での来訪に不機嫌な九頭竜先輩だったけど、露店で売られていたスペシャルなヨーグルトをお土産みやげに渡すと、「ちっ」と舌打ちだけして快こころよく（？）受け入れてくれた。

「おい、お前ソフトクリームにチョコチップを乗せすぎだ！　それじゃソフトクリームの素材の味が台無しだろうが！　牛さんに失礼だと思わねーのか!?」

「う、牛さんに失礼っスか!?　そんな事考えたこともなかったっス……。トンきゅんはどうっスか？」

「ソフトクリームにソフトなクレームを入れる九頭竜さん……。ソフトクレーム……ふふっ」

　九頭竜先輩とうさ丸とトンきゅんの絡からみというのは珍しい気がして、なんだかほんわかした気持ちになってしまう。

　自分の好きな人たちが仲良くしている様子を見るのって、たまらなく幸せな気分になれるのだ。でも、トンきゅんが急にダジャレを言って困惑しまくってしまったのは秘密。




　演劇部の面々はもちろん、ビミィもおとねちゃんも九く頭ず竜りゆう先輩にまるで遠慮することなく思いっきりくつろぎまくっていた。

「ごほごほっ、なんか喉のどに詰まっちゃったかもぉ。京きよう摩まくん、お水とってくれるぅ～？」

「仕方ねーな、ほらよ」

　にゃみりん先輩に九頭竜先輩が放り投げた飲み物は、お水ではなく濃厚すぎるとパッケージに書かれたドロドロの牛乳だった。

「これじゃ喉に詰まったものが取れそうにないっつって！」

「あ？　牛乳をなめるなよ小娘。ちゃんと流し込めるし、ダメージを負った喉をケアまでしてくれる万能飲料だぞ？」

「熊くま野のさんは小娘じゃないもんっ！　つ、強いんだぞ！　そろばん３級なんだぞっ！　う、牛もチョップで一撃だしっ」

「牛さんにチョップなんてさせるか。やるなら俺を倒してからいけよ？　お得意のそろばんでもはじいて、勝機があるかどうか計算してからな」

　抗議する熊野さんに本気の睨にらみをきかせる九頭竜先輩の行動は優しいはずなのに、なかなか理解されなそうなタイプなのかなと思ってしまう。

　とにかくリラックスできる九頭竜先輩の部室で、それぞれがゆっくりと羽を伸ばしていた。
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　食事も終わり、どの露店の食べ物が美お味いしかったと感想を言い合っていると、

「はじまるよ、一宮いちのみやちゃん。もうひとつの準決勝。星せい鎖ささんご降臨だ」

　赤あか間まくんが大きく映像を投影しながら、まるで私を試すように言った。

　試すようにというのは、反応をという意味だ。

　星鎖先輩の姿を見て、顔つきがどう変わるのか。

　緊張感を伴ったものになるのか、不安に怯おびえたものになるのか。

　けれど私の反応は、そのどちらとも違った。

「あ、女神！　はぁー、今日きようも美しすぎるよー……。このお姿を等身大で寝袋の底に印刷して、毎晩疑ぎ似じ的な添い寝ができるようにしたい……。はっ、さっきたくさん売ってた上位進出者グッズの中にそんなのも売られてるかも!?　こうしちゃいられないよ、ちょっと探してくるね！」

「そ、そんなの絶対売ってませんよっ！　もし売ってたらエルナが買う前にすべて藤ふじ白しろが焼き払……い……ますから」

　いつもならこういう時に勢いが良すぎるくらいにツッコんできてくれるおとねちゃんなのに、途中で元気がなくなって、気のせいか少し気まずそうな態度で投影された星せい鎖さ先輩の映像から目を背けていた。

　どうしたんだろう、とビミィを見ると、察してみろよとばかりに意味深に頷うなずいている。

　直接伝えられていなかったけど、あのときの独り言が聞こえていたのかどうなのか、私が優勝したら星鎖先輩に放課後楽園部に入部してもらうという話を知ってしまったのかもしれなかった。それ以外に思い当たる節はない。

　星鎖先輩と打ち解けられるかどうか心配してるのかな？　絶対に大丈夫だと思うんだけど……。

　それにしても焼き払うっていうおとねちゃんの発想は怖すぎだけど、星鎖先輩を見ると私の頰ほおはにまにまと緩ゆるんでおさまりそうにない。

　緊張感もなく、不安もない。ただただ星鎖先輩の姿に興奮するという相変わらずな私の反応に、赤あか間まくんは片手で目をふさぐようにして天を仰いでしまっていた。




　帰宅部代表　御み神楽かぐら星鎖　ＶＳ　自然科学部代表　倉くら科しな冬とお瑠る




　試合は、既にカウントダウンに入っていた。

　下馬評では、トーナメントの組み合わせの運もあって勝ち抜いてきた自然科学部の倉科くんの評価は低い。

「準決勝まで勝ち上がった生徒が弱いわけはないんだけどな。運だけみたいな言われ方をしてるのを見ると……あーっ！　腹立つぜ」

　面識もなさそうな倉科くんをフォローするように言う九く頭ず竜りゆう先輩は、やっぱりどこか柔らかくなってきているのかもしれなかった。

　ううん、元々優しい人なんだろうけど。

　九頭竜先輩に同意するように、赤間くんが続ける。

「どうも体が弱い的な所があるらしくてさ、ルーキー戦じゃ能力を発揮しきれなかったって話。それも含めて実力っていっちゃえばそれまでだけど」

「その点エルナは、健康っていうパラメーターがあったら、最大値まで振られてそうなタイプだもんな。もっとバランスよく、知能のパラメーターに１でも振られてれば良かったのに」

　そんなビミィの例えに、前半は褒ほめられているのかもと鼻をぴくぴくさせてドヤ顔していた私だったけど、知能のくだりは黙って聞いていられなかった。

「知能だってパラメーターでいったら０じゃないからね!?　最大値が１００なら10くらいはあるから！」

　10しかないのかよ、というツッコミをこの場にいる全員がしそうになり、揃そろって自重したところで試合開始の合図が聞こえた。
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　ステージは暴風雨が吹き荒れる都市街。結界で覆われたその場所だけ、快晴のミカグラ学園上空からは想像もつかないような光景だった。

　試合が開始されているけれど、星せい鎖さ先輩はいつも通り……一歩も動こうとはしていなかった。

　というより、その姿は中間試戦の準決勝のステージに立っているようにはとても見えない。

「おしゃれな傘をさして雨風に耐えてるよ!?　濡ぬれるのそんなにイヤなのかな!?　試合放棄してるのかな!?」

　もちろんそんなはずはないんだけど、穿うがった見方をしたくなるのも仕方がない映像だった。

　私たちは……ミカグラ学園でこれを見ている生徒一同は、いったいどんな顔をして、雨を避ける女神の姿を眺めていたらいいのだろうか。

　でもそれさえも美しいのは間違いないから、特殊なフェチの人向けの映像としては需要がありそう、とか一瞬でも思ってしまった自分が恥ずかしい。

　対戦相手である自然学部の倉くら科しなくんは、それが普通なのだけど傘などさしていない。肩にのせているひよこが寒さに震えているのがかわいそうだった。

　けれど彼の方も、開始の後も微動だにせず星鎖先輩を見つめ続けていた。

「僕はこの試合の結末を知っています……。いいえ、僕でなくても聡さとい先輩方なら皆さんご存ぞん知じなのでしょうね。まぐれなど起こり得ない事を」

　倉科くんの言葉に、星鎖先輩は沈黙を守ったまま。

　何度か瞬またたきを繰り返すだけだった。

　それを無言の肯定と受け取ったのか、一度だけ小さく頷うなずいてから倉科くんは続ける。

「僕は御み神楽かぐらさんに指一本触れることさえできないでしょう。だから、ここにはひとつだけ質問をさせていただきに来ました」

　その表情からは、あきらめとは違った色彩を感じ取れた。

　既に彼の中で答えが出てしまっていて、その解答を……答案用紙を甘んじて受取りにきただけ、というような。

「何かしら？」

　女神が初めて発した声は、とても明めい瞭りようで。

「準々決勝。あなたは華道部の湊みなと川がわさんに、不必要で不合理で不条理なダメージを与え続けていました。この試合と同じで、奇跡など起こらない……結末の見えた物語だったのに。僕にもこの試合、あのような仕打ちをされるのですか？」

　肩の上で震えるひよこを撫なでながら、冷静に……しかし確かに立腹の感情を伴って質問を投げかけていた。

「……いいえ」

　星せい鎖さ先輩は少しだけ悲しそうな表情をして。

　ただそれだけを答えた。

「そうですか、でしたら安心しましたし、納得もしました。あの試合にはそうせざるを得ない何かがあった。確たる理由があったという事ですね」

　倉くら科しなくんが更なる確認をするように問うた声には、ただ沈黙だけが返されていた。

「参りました。この試合は僕の負けです」

　満足した様子で、彼は落ち着き払ったトーンでそう宣言した。

　けれど、すぐに結界が解けないようで暴風雨は止まる気配がない。

　星鎖先輩は迷惑そうな顔で空を見やり、ため息を吐いて髪に触れていた。

「御神楽さん、あなたならこの天候さえ……能力で〝なかった事にしてしまえる〟のではありませんか？」

　倉科くんの疑問に、星鎖先輩は……それは気が付かなかった、というような顔をして傘を投げ捨てたかと思うと、そのまま空を見つめる。

　激しい風が吹き荒れ、横殴りどころか全身に浴びせるシャワーのように降りつけていた雨が……。

　その刹せつ那なに、消失した。

　まるでそんなものは初めから存在していなかったかのように。

「華道部の部室と自然科学部は部室も近く、少人数構成の部同士で日ごろから良くしていただいています。湊川さんと幼おさな馴な染じみだという御神楽さんが、何の理由もなくあの人を痛めつけたのではなくてよかったです」

　ステージから立ち去るべく歩き出しながら、倉くら科しなくんの纏まとう空気が一変する。それは、切れ味の鋭いナイフのように尖とがった……殺気にも近しいもので。

「回答次第では、この試合の結果が……自然の摂理のように覆くつがえらない強制力をもって決まっていたとしても。僕は、御み神楽かぐらさんを許さなかったでしょう」

　そう言い残された言葉に、星せい鎖さ先輩はまるで無反応で。

　まるで雨上がりの道を散歩するように、倉科くんとは逆方向へとステージを降りていった。

　中間試戦トーナメントの決勝戦に駒こまを進めたのは、帰宅部代表……御神楽星鎖。

　その勝敗に、というよりは星鎖先輩が見せた神の領域とも思えてしまう能力の凄すさまじさに、私を含め、一緒に試合を見ていた全員が声を失っていた。




　私は、この人に勝たなくちゃならないんだ。




　絶句してしまったものの、何もそのまま放心状態にまで陥おちいったわけではなかった。

　星鎖先輩の能力の異質さを改めて目撃したところで、心の準備……ううん、覚悟はとっくに決まっていたから。

　そのまま九く頭ず竜りゆう先輩にお願いして部室を借りた私は、一人、また一人と退室していくみんなに更なる言葉を……勇気を、貰もらった。




熊くま野のさん先輩。

「エルナならやれるんだからね！　演劇部が負けちゃったのは悔しいけど、放課後シックスのメンバーが優勝するならいいのっ」

「熊野さん先輩、例の語尾忘れてますよ？　でも、ありがとうございます！」

「エルナに殊勝な態度は似合わないっつって！　ブチかましてこいっつって！」




にゃみりん先輩。

「優勝したら、お祝いに高級なバナナたくさん食べようねぇ～？　綺き麗れいな葉っぱもたくさん集めておくからね～」

「完全にゴリラの好物ばっかりですよね!?　葉っぱも彩いろどり用じゃなくて絶対食べさせようとしてますよねっ!?」

「ふふ～っ」




トンきゅん。

「俺は子供のころ、ここぞって時には親にわかりやすい飴あめを用意されてました。単純だから、そのために普段より頑張れちゃったりしたんです。一宮いちのみやさん、勝ったら何かひとつだけ……」

「ひとつだけお願い聞いてくれるやつね!?　それ私に言っちゃったね!?　遠慮とか慎みという言葉を知らなすぎるから、お母かあさんはもう二度と私にその手を使わなくなった事をトンきゅんは知らなかったね!?　えーと、えーとね、何にしようかなー！　じゃあ、じゃあ……私が優勝したらトンきゅんの本名教えてよっ」

「まだ俺が最後まで喋しやべり終えてなかったのに、有無を言わせずですね。いいですよ、一宮さんには特別に教えます」




うさ丸まる。

「うっ、うっ、うっ……。えぐぉっ、ぐぉほっス……！」

「ど、どうしたのうさ丸!?　産まれるの!?　ひっ、ひっ、ふー！　だよ、ほらっ」

「泣いてるんスよぉ！　ぼくからは青春しか生まれないっスから！　あっ、今上う手まい事言ったっスよね、ぼく!?　あれ、背中を押して部室から追い出すのやめてほしいっス、まだ何も言えてな……」




赤あか間まくん。

「こうやって俺が送り出す側になるのってさ、そうそうある事じゃないんだ。毎回上位に進出できるわけじゃないけど、そうなったところで相手の次の試合の門出を後押しになんて来ないから。一宮ちゃんは特別だよ」

「演劇部と放課後楽園部は姉妹部だから、逆の立場でも私たちは赤間くんを盛り上げに行ったよ！　特別！」

「……そういう意味の特別的なのじゃないんだけど、ま、いいや。星せい鎖ささんを楽にしてあげてよ。それができるのは多分、一宮ちゃんだけだ」




ビミィ。

「オイラはエルナに星鎖を助けてあげて欲しいってずっと思ってた。勝手だけど、オイラじゃできない事だったんだ。見誤ったかなって正直何度思ったかわかんないぜ？　けど、最後は得体の知れない勢いでなんでもやり遂げてきたんだよ、エルナは」

「得体の知れないってなに!?　もっといい感じの表現してよ！　天才とかそういうので！」

「噓うそでも言ってあげたいけど、本能がどうしてもそれを拒否するんだりゅい……。頼んだぜ。星せい鎖さをエルナの引力で……引っ張り上げてほしい」




おとねちゃん。

「藤ふじ白しろは、ちょっと嫉しつ妬としちゃってました。エルナがいつだって一番に好意を向けている星鎖さんに。こんなに仲のいいお友達ができたの、藤白にとっては初めてでしたから。だから、エルナが優勝したら星鎖さんを放課後楽園部に誘うんだと気づいた時は複雑な気分でした」

「おとねちゃん……」

「エルナが負けてしまって、このままならいいって思ったこともありました。藤白は悪い子です。いい子なのは内申点に書かれるような事だけ。本当はずるい子なんです」

「そんな事ない、おとねちゃんは……！」

「でも、自分が悪い子だって気づけました。なら、そこを直すことだってできちゃうんですよ？　なにしろ藤白はやればできる子ですので。星鎖さんが入って、エルナを一人占めできる時間は減っちゃうかもしれませんが……だからって、エルナと私の関係に何も変わりはないって。そう、ちゃんと思うことができました」

「当たり前だよっ！　この先放課後楽園部に誰が入ろうと、例えばもし部がなくなってもおとねちゃんが大好きだよ。一緒に楽しく放課後を過ごしたいって思うよ」

「う、嬉うれしいですっ。大声を出すのは得意ではありませんが……。一番の声援、送ってますからね！」




九く頭ず竜りゆう先輩。

「あー、俺の部室でやるから最後まで残っちまったじゃねーか。やりにくいったらねぇや……」

「ごめんなさい、九頭竜先輩！　仲間っていいもんですよねっ、もちろん九頭竜先輩も含めてですよ？」

「俺がいつからお前らの仲間になったんだ、ああッ!?　……ふん、俺の仲間にはな、強くなきゃなれねーんだよ。だから勝ってこい、エルナ」




　美術部の部室に居残った私は、試合開始までの時間をそこで過ごした。

　体に蓄積されている疲れを少しでも癒いやすために、みんなにもらった言葉を反はん芻すうしながら。

　その時間は一瞬のようにも、まるで永遠のようにも感じられて。

　今頃、星せい鎖さ先輩はどこでどうやって過ごしているんだろう？

　……一人で、一人きりで、その時を迎えようとしているのだろうか。












　中間試戦トーナメントの決勝戦。

　そのステージに選ばれたのは、シンプルだけど広大な闘技場のような場所。

　遮さえぎるものは何もなく、敷き詰められた石畳はどこか荘そう厳ごんですらあった。

　この会場に入る前に、みんなが声をかけてくれた。

　シグレ、アスヒ君、ひみちゃん、花か袋たいちゃん。

　クラスメイトも大勢来てくれた。

　湊みなと川がわ先輩は遠くから見守ってくれているのを発見した。

　駆け寄りたかったけど、目で制されてしまったので我慢したのだった。

「聞きたいこと、あるのにな……」

　けれどそれは、この戦いを終えてからでもいいのかもしれない。

　目の前の美しい少女……御み神楽かぐら星せい鎖さ先輩との決着をつけた後で。





　　　＊






　既に対戦ステージと観客席を遮断する結界は発生していた。ついさっき見た星鎖先輩の準決勝とは異なり、全くの無風。

　それなのに私の感覚では、星鎖先輩からその場から吹き飛ばされそうな風の如ごときオーラを感じている。

　以前相対したときには感じられなかったものが今はわかるということは、私も成長したんだと自信をもっていいんだろうか。

　顔を合わせて数分が経たつけれど、お互いにまだ声を発していなかった。私は何度も喋しやべろうとして、その度に吐息だけを吐き出していた。

　想おもいが強すぎると、言葉に変換して伝える事が難しい。

　そんなのは私の人生で初めての経験で、考えるよりも先に口が回りだすタイプだと思い込んでいたから複雑な心境だった。

　息が詰まりそうになって、苦しい。

　もっと、この瞬間をワクワクした気持ちで迎えるんだと思ってた。

　楽しみで、試合中もずっとニコニコしてしまうかもしれないって思ってた。




　それなのに。




　何も言わずにただカウントダウンを待つ私の姿を見て、星鎖先輩が柔らかく微笑ほほえんだ。

「約束、ちゃんと覚えているわよ？　あなたが勝ったら、言うとおりに。放課後バック転部に入るわ」

「放課後楽園部ですからね!?　バック転をできるようになるまでがんばろー！　みたいな部じゃないですからねっ!?　そこ重要ですよ、ってなんで残念そうにしてるんですか！　そんなにバック転したかったんですか!?」

　一気にそう言い切ったところで、さっきまでの息苦しさが噓うそみたいに消失している事に気が付いた。

　固まっている私をほぐすため……凍りついているところにお湯を流し込むみたいに、星せい鎖さ先輩はわざと間違えたんだ。

　それにしても、アツアツの熱湯すぎてびっくりしちゃったけども！　欲を言えばもっとぬるま湯をかけて欲しかったですけどね！

「エルナの成長は知っているつもり。見違えたわ。入学当初からは考えられないほどね」

「せ、成長をご存じで……？　確かに高校生らしいセクシーさが備わってきてますけど！　いつどこで見てたんですかっ。あ、シャワールームでこっそりニアミス!?」

「そっちの成長ではないわ」

　観客席からは、このやり取りはどう見えているんだろうか。

　決勝戦前なのに慣れあってとか、もっとバチバチに火花を散らせよとか思われているだろうか。

　けど、これが私達なんだから仕方ないよね？

　少しずつ大切に育んだ、私と女神との関係性。

　そこから今日きようまた一歩、星鎖先輩の中へ踏み込もうとしているんだ。

　彼女を覆う殻のようなものを……壊そうということではなくて。

　その中に一緒に入って、そして連れ出したい。

　外へ……未来へ。

　みんなで過ごす、素敵な放課後へ。





　　　＊






　カウントダウンが始まった。この間は攻撃はできないが、自由に移動できる。

　けれど、相変わらず星鎖先輩は一歩も動こうとはしない。

　それが油断でも隙すきを見せているのでもない事を、もう私は知っている。

　それが彼女の臨戦態勢なのだ。

　対抗戦以外の日常でもとり続けている全方位への全すべてを刎はね付けるような意思。

　けど、こうまで頑かたくなであり続ける星せい鎖さ先輩が時折垣かい間ま見みせてくれる、奥底に持つ控えめな朗らかさ。

　一緒に……同じ部で過ごしながら、もっともっとそれを見てみたいんだ。

　距離を詰めずに、大回りで回り込むようなコースでダッシュする。

　星鎖先輩の能力はチート紛いの反則級に凶悪で。

　けど、どこかに死角はあるはずと予あらかじめ考案してきた作戦を実行に移した。

「随分足が速くなったのね？　どこにいても、あなたに……そしてあなたのクリスタルにも手が届くのよ？」

　星鎖先輩は歌うように軽やかに、そして呪文のように蠱こ惑わく的てきな声こわ色いろで言葉を紡いだ。

　おかしな事を言っているようだけれど、彼女の言葉には何ひとつ偽いつわりがない。

　全世界が御み神楽かぐら星鎖の射程圏内だ。

〝彼女の視界内の世界〟なら。

　カウントダウンが終わり、試合開始の合図が告げられる。

　その合図と同時、出会い頭で私の能力を撃ち放つ。

　出し惜しみはしない。

「テンションＭＡＸ！　決まれぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!!」

　発動して放出されたのは、体得したばかりの意識的に方向を変えられる弾丸。

「これで終わりじゃないですよっ、だっ、だっ、だっ！」

　指輪の熱などお構いなしで、連続で数発掃射する。その全てが、私のコントロール下にある光の弾丸だった。

　その弾丸たちは、それぞれに全く違った軌道を描いて空を駆ける。

　私は間かん隙げきを縫うようにして、女神の背後へ回ろうと動く。

　そこまでの展開を見ても、女神は何のアクションも起こさず……まるで綺き麗れいな花火でも鑑賞するかのように、光の弾丸の軌道を眺めていた。

　ここまでは想定通り、だ。




　光の弾丸は、その全てが星鎖先輩へ向けての着弾を狙ねらうわけではない。

　明後日あさつての方向へと消えていくものもあれば、そもそも辺りを警戒するように飛び回るだけのものもある。

「うーっ、頭の中がぐちゃぐちゃになりそうー、テストの時よりも絶対頭使ってる！　けど楽しいっ！　考えてきた戦術が星鎖先輩に通用するのか試すのがっ！」

　学校の勉強は嫌いじゃない。

　けど、ゲームの攻略に頭を働かせる方が好きだった。

　無理だと言われた難題に挑戦するのが好きだった。

　このミカグラ学園には、そんな楽しい……未知のことがたくさんある！

　道筋だって効率的なものひとつがあるわけじゃない。

　個性溢あふれる……溢れすぎているルートが選びたい放題で、それが認められる自由もあって。

　対抗戦は、そんな学園の象徴だと思った。

　それを、憧あこがれの……大好きな星せい鎖さ先輩と共有できる。

　こんなに嬉うれしくて楽しいことがあっていいんだろうか！

「きっと、エルナは私にあっさりと敗やぶれてしまっても……次はどうやろうかと考えて笑え顔がおでいられるタイプね」

「負ける時のことなんて考えませんけどねっ！　勝ったらもっと楽しくなるだろうなって、そればっかりですよ！」

　言いながら、〝おもちゃの銃〟の弾丸をクリスタル目がけて加速させる。

　それと同時、自身は星鎖先輩の後方から視界に入らないようにクリスタルに向けて手刀を放った。

「〝キリングアート〟」

　時間差で着弾していくはずの光の弾丸は、先輩のその一言だけであっけなく消失してしまった……。

　いや、違う。

「消えてないっ、後ろッ!?」

　確かに星鎖先輩の間ま際ぎわまで届いていたはずの光は、クリスタルまで到達しかけていた弾丸は、私の更に真後ろから出現して……そのまま、私のクリスタルを蹂じゆう躙りんした。

　爆風に、思わず受け身もとれずに転がってしまう。

　壊れたのは……ひとつだけ。

　けれど地面に這はいつくばる私に歩み寄ってきた女神が、がしゃん、と音を立てて更にもうひとつクリスタルを踏みつぶしていた。

「死角なんてないわ。極論、ずっと目を閉じていたとしても、なんら影響を受けない。それが私の能力〝キリングアート〟」

　絶対的、だった。

　速さも、上う手まさも、強きよう靭じんさも、何もかもが神様……いや、女神さまの手のひらの上で踊らされている程度にしか意味を成さない。だからって、そんな事で絶望するような私じゃない。

　活路は小さければ小さいほど、抉こじ開けた時に一気に大きく広がって……大爆発だって引き起こす可能性を秘めているから。

　警戒しながら立ち上がって、〝おもちゃの銃剣〟を発動させる。最後のクリスタルを守りながらもガムシャラに振り回したが、少しでも後退してくれたら儲もうけものというつもりで、それ以上の意味はなかった。狙ねらいだって、何もつけていない。

　なのに。

「え……？」

　その声は、二人が異い口く同どう音おんに発したものだった。私の斬ざん撃げきが星せい鎖さ先輩のクリスタルにヒットして、１つが破壊されていた。目を疑う、というのはこの事だろう。

　星鎖先輩も粉々になって落ちていくクリスタルの欠片かけらと私の銃剣を交互に見ながら、何かのトリックにでも引っかかったのか、というような顔をしていた。

「能力が発動しなかったというの……？　なぜ……」

　星鎖先輩はどうにか絞り出すようにそれだけ言うと、さっきまでの絶対的な強さに裏付けられた所作が……まるで女神が翼を失ったように、現実味を帯びたものに変わった。

　この反応を見ると、上う手まく発動しないケースも稀まれにはある、という事ではないのだろう。

　彼女は噓うそ偽いつわりなく狼狽うろたえていた。

「星鎖先輩？」

「どうして、どうしてっ！　私自身の事でさえ、もう思う通りにはいかないっていうの!?」

　激げき昂こう、とも言えるその叫びに、一瞬硬直してしまう。

　星鎖先輩は舞うように跳躍して私から離れたかと思うと、中空に向けて片手をかざして呟つぶやいた。

「消えなさい。〝キリングアート〟」

　すると、目の錯覚かとも思える現象が起こった。

　空の……空間の一部分だけが切り取られるようにして〝消えて〟しまった。

　それが星鎖先輩の能力に拠よるものだということに疑う余地はない。

　空間は周りの空間に埋められるようにしてすぐに違和感なく戻ったけれど、空間を書き換える……掌握してしまえるという能力の内容は、大おお袈げ裟さでもなんでもないようだった。

　能力の内容が本当にその通りなら、対抗戦における不沈艦と……半ば生ける伝説と化してしまっているのも無理はない。恐ろしい、チートとしか言いようのない能力だった。

　星鎖先輩は不思議そうに己の手を見つめる。

「何の問題もない……？　このタイミングで初めて起きたエラーだというの？　そんな偶然……」

　私は、呆ぼう然ぜんと見ていることしかできない。

　……星せい鎖さ先輩が私のクリスタルに手を向けて、能力の使用をコールしても。

　その瞬間、思わず目を閉じてしまった。決勝戦の終わりを知るのは、耳に飛び込んでくるクリスタルの破裂音だと思った。

　けど。

「なぜ。なぜ……。私の能力は、いいえ私は……。この対抗戦で勝つことを躊躇ためらっている……？　エルナに、負けたがっているとでもいうの……？」

　信じられない、受け入れられないという様子でひとりごちた星鎖先輩は、その疑念を払ふつ拭しよくするかのように。

「いいわ。能力に頼らずとも戦えるところを見せてあげる」

　言葉通り、星鎖先輩は体術のみで向かってきた。私も打撃戦ではだいぶ技術が向上したと自信を持っていたのに、

「速いっ!?　舞うような動作で、摑つかみどころがないよっ……！」

　どう踏み込んだところでいなされてしまっていた。

　けれど、まるで別次元という感覚は受けなかった。やれないことはない、これなら。

　純粋な体術の応酬に、星鎖先輩の細腕に傷でもついたら……躊ちゆう躇ちよしてしまうかと思ったのだけど、いざ始まってしまえばそんな考えは吹き飛んでしまっていた。

　なにしろ、直撃なんてさせてくれそうにない……そんな信頼感を、女神には抱けていたから。

「ふふっ、私が能力を使わないからといって、エルナまで封印することはないのよ？」

「よく言いますよー！　使う隙すきなんてこれっぽっちも与えてくれてないくせにっ」

　ここにきてそんな自己満足的な行動をとるつもりはまるでなかった。けれど、今一瞬でも片手を防御に使えなくなるのは相当なリスクを伴う。

　かろうじて撃てたとしても、どちらが先にクリスタルを破壊できるかは明白だった。

　大事な場面でギャンブルには手を出せない。私はこう見えて変に堅実だったりするのだ。




　息つく暇もない攻防が、どれだけ続いただろうか。これだけの時間をかけて拳こぶしをかわしあえばなんとなくわかってしまう。

　私は、体術の技量でも間違いなく星鎖先輩に劣っている。チャンスというチャンスが一度もものにできていない。互角のようにみえて、完全に優位をとられていた。

「でもそれなら、スタミナ勝負に持ち込むまでですよっ！」

　このまま打ち続けて、星せい鎖さ先輩の瞬発力が落ちてくるのを待つ。勝機を見み出いだすならそこだと思った。

　けど、普段からまるで動いているようには見えない先輩なのに、バテる様子はまるで見えない。でもそこで疑ったら負けだ。

　心の天てん秤びんが、緩ゆるやかに負け側へと傾いていってしまう。

　そんな事ばかり考えていたら、キックを放ったタイミングで軸足をぐねりとひねってしまった。痛みはないものの、体勢が崩れる。

　そして、そんなフラグを見逃してくれる星鎖先輩ではなかった。

「よく戦ったわ。でも、これでおしまいにしましょう？　私はいつも通り、自分の居場所へ帰宅する。あなたは、エルナは……素敵な部を、作り上げてね」

　それが、手た向むけの台詞せりふになる。

　はずだった。

　けれど星鎖先輩の手は私のクリスタルに触れる寸前で止まり、ぷるぷると震えていた。

　壊すのを拒むかのように。勝利を、恐れるかのように。

「だめ……いけない。期待してはいけないの。夢は、悪夢にもなり得る。私は、私はっ……」

　自らの体を両手で強く抱きしめるようにしたかと思うと、思い切り……彼女は、悲痛な叫び声をあげていた。

　涙を流してはいない。そんな弱みは見せてはくれない。

　けれど、それはきっと泣き声だった。

　空気が微振動を起こしている。空間が、揺れ動いている。

　なにが起きているのかと周囲を見回すと、対抗戦のステージが丸ごと。

　闇やみに飲み込まれるように、暗転していた。

「先輩、能力が暴走してる……!?」

　私の声に反応することなく、彼女は叫び続けていた。

　両腕は体をかきむしるように、見ていて痛々しいほどに細い体たい軀くに強く食くい込んでいる。

「あァっ!!　いやっ、いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　喉のどから絞り出すような悲鳴に共鳴するように、地表が揺れる感覚があった。

　石畳の一部が壊れて、宙に浮いている。

　およそ現実感のない映画のワンシーンのような光景に、足がすくんでしまいそうになる。

「星鎖先輩、私は絶対に先輩を裏切ったりしませんからっ!!」

　それは、勝利できた後に伝えるはずだった言葉だった。

「私は変わったりしない……なんて言いきることは難しいけど！　でも少なくとも、星せい鎖さ先輩と一緒に毎日の放課後を楽しみたい気持ちは変わらないです。一緒に放課後革命を起こしたいって。だから、だからっ……」

　星鎖先輩は、お母かあさんに叱しかられた後の子供のような顔をしていた。

　びっくりしたみたいな、ハッとしたような。

　能力の暴走が、弱まっていくのがわかった。

「エルナ……私の事が、怖くはないの？　人の想おもいはね、残酷よ。その変質は自覚症状のないままに訪れて、否いや応おうなく振りかざされる。だから、私は怖い。あなたに嫌われる事が……委ゆだねて、突つき放される日が」

「そんな日は未み来らい永えい劫ごう訪れませんっ!!　私は、私の想いは揺らがないんですっ！　だから、私は絶対絶対絶対に、先輩を裏切ったりしません!!」

　空気の振動が、止まっていた。時間の流れまでも止まったような不思議な、酔ったような感覚。

　私も星鎖先輩も、石畳の破片が浮く中にいたせいでいつの間にかボロボロになっていた。

「星鎖先輩のそんな恰かつ好こう、初めてみたかもです。ずるいですよっ、それでも素敵にみえちゃうからなぁ～！」

「……そうかしら？」

　女神は、すっかり毒気が抜けたように優しく微笑ほほえんでいた。

「エルナ、この中間試戦であなたが優勝したら……私はどうすればいいんだった？」

「私の部に……放課後楽園部に、入ってください!!」

　私の答えを聞いて、女神は静かに瞳を閉ざした。閉ざされていた殻は、もうすっかりひび割れていて。あとは、きっかけを待つだけになっていた。

　一歩、また一歩と近寄っていく。先輩にもう戦意はなかった。

　けれど、降参をするわけでもなくて。

　私に、殻を壊すように促しているみたいに立っていた。

　残ったクリスタルをこの手で壊して、ハッピーエンド。

　……もうハッピーエンドのエンドロールは流れ始めていると、そう思っていたのに。




『……ごめんね』




　私がクリスタルに触れようとしたその時。

　星せい鎖さ先輩が幼い子供のように怯おびえていた。

　そう説明されたわけでもないのに、なぜだかわかってしまった。……先輩の中で、以前の出来事が……写真部時代の忌いまわしい事件がフラッシュバックしているんだ。

　星鎖先輩は今、戦っている。

　過去に飲み込まれないように。先に、進んでいくために。

　あの時に先輩を壊した、裏切ったものと私は違う。

　顔がくっついてしまうくらい真正面に立つ。

　先輩の吐息の熱ささえ伝わるほどの距離。鼓動が聞こえてしまいそうだった。

　いつでもクリスタルに手が届く。

　けれどそれを手で壊すよりも先にしたいことがあった。

「エルナ……？」

　戦っている先輩を強く抱きしめたかった。大丈夫ですよ、って伝えたかった。

　星鎖先輩の温ぬくもりが、弱さが……触れた体を導線のようにして流れてくる感覚があった。

　その全すべてが、愛いとおしい。

　彼女を抱きしめたまま、石畳に押し倒すような形で倒れこむ。

　その勢いで地面に触れた星鎖先輩のクリスタルは、煌きらびやかな音を立てて壊れていった。

　その瞬間に、星鎖先輩の放課後楽園部への入部が……中間試戦トーナメントの優勝が決まる。

　割れんばかりの拍手と歓声が耳に飛び込んできたのは、もうステージを取り巻く結界が消滅しているからだろう。

　その大歓声の中で聞こえるように、星鎖先輩の耳元で語りかけた。

「先輩、ほっぺた冷たいです。もしかして泣いてますか？　女の子を泣かせたら、責任とらないとですよねっ！　まっかせてください！」

「ふふっ、この涙はね、過去を悔いてのものなんかじゃない。これからの日々を想おもっての嬉うれし泣なきなの。責任、とってもらうわよ」

　わざと茶ちや化かすように言ったのに真面目まじめに返されてしまって、あわあわしている私の反応を見て、星鎖先輩の涙はもう見えなくなっていた。




『中間試戦 優勝者　：　放課後楽園部　一宮いちのみやエルナ』




　全試合を実力だけで勝ち抜いたとはとても言えない。次同じ組み合わせでやったら優勝の目はないかもしれない。けど、これはひとつの運命なんだと思った。












　私に与えられた、神様からのミッション。

　全体からすると学園生活はまだ始まったばかりで、スタートダッシュは入学式の日で失敗しちゃった気でいたけど……本当のスタートは、今この瞬間なのかもしれなかった。

　表彰式はその場で執とり行われて、紙かみ吹雪ふぶきの舞う中で観客席から強ごう引いんにおとねちゃんとビミィを招き入れてみんなで表彰を受けた。

　これは、私一人で摑つかみ取とったものじゃない。だから、放課後楽園部全員が一列に並んで栄冠を受け取りたかった。

　優勝者インタビューは相変わらずひどい内容でおとねちゃんに白い眼で見られたりもしたけど、それさえも確かに放課後楽園部としての一面で。

　かっこつけずに、包み隠さず声高に紹介したかったんだ。

　これが私の大好きな放課後楽園部だよって！





　　　＊






　取材や撮影、各種手続きに追われてようやく解放されたのは、試合が終わって数時間が経たった頃だった。

　疲れているけどこのまま今日きようは解散しよう、なんて誰も言い出しはしなかった。

　きっとみんな気持ちは同じで、まだしばらく一緒にいたかったんだ。

「しかしエルナと星せい鎖さはいつまでその汚れた格好してんだ？　表彰の前に着替えさせてくれてもいいのにな」

　ビミィが私達の制服をしげしげと眺めてこぼす。

　夕焼けに染まった私達の頰ほおは、オレンジ色に紅潮しているみたいだった。

　会場から、ただあてもなく歩いていた。

　話す内容は尽きる事がなかった。今までのこと、これからのこと。

　ビミィと距離を置いていたはずの星鎖先輩も、もうそんなことを感じさせないくらいに柔らかく打ち解けていた。

「さっき学園長と通話してきたよ。星鎖の帰宅部退部はあっさり認められた。学園長は孫の星鎖が大好きだからな、甘いんだ。放課後楽園部も特例じゃなく、これで何の特別扱いもなく人数が揃そろったんだ。改めての創部記念日になるな」

　ビミィは片手で端末をぽんっと放り上げながらフーセンガムを膨らませて言った。

「代表のエルナ、放課後楽園部の目標はなんですか？　藤ふじ白しろは優勝に満足せず、内申点アップに繫つながるような……い、いえ、より向上するための指標があればいいと思うんですっ」

　おとねちゃんが黒い一面を露呈しそうになっていたけど、星鎖先輩はそれにも嬉うれしそうにしていた。

　表面上だけじゃない。部員みんなが深い絆きずなで結ばれている部になったらいい。

「えーっとね、放課後革命を起こそう！」

「……放課後革命？」

　私の言葉に、星鎖先輩が怪け訝げんそうな表情を見せた。嫌がっているというよりは、単純にピンときていないようだった。

「私たちの放課後を改革するだけじゃないんです。ミカグラ学園全体の放課後を。部活動を、対抗戦をより楽しめるものにしたいんです！」

　それが、放課後楽園部の活動指標だった。

　簡単なことじゃないけど、この４人ならきっと叶かなえられる。

　リミッターを外して、スタンダードなんて飛び越えて。

　私達なら、やれるはず!!

　みんなで円陣を組んで、手を重ねた。自然と笑みがこぼれる。星鎖先輩も、ビミィも。

　この笑え顔がおの輪を学園全体にリンクさせて……繫げていきたい。

　放課後楽園部の活動は、今ここからがスタートだ。






















「夏合宿っ!?」




　私の叫び声が高らかに部室に轟とどろいたのは、夏休みに入る直前の日のことだった。

　夏休みとはいっても実家に帰る許可を学園側にとるのも面倒だったので、どうダラダラと過ごしてやろうかと企たくらんでいた矢先。突然舞い込んだのが「夏合宿」の話で、もっと早く言っておいてくれたら……

「もっと早く言ってくれれば、おとねちゃんのスクール水着を一緒に買いに行けたのに！　あっ、まだ間に合うかな!?　今日きようの放課後とかどうかな！　ヘイヘイおとねちゃん、放課後革命を起こしにいかない!?」

「ふ、藤ふじ白しろはスクール水着限定なんですか！　もっと大人っぽいのにチャレンジしたい系少女ですよっ？　それに、放課後革命をそんな使い方しないでください！」

　おとねちゃんはぶーぷーと文句を言っている割には、満更でもなさそうだった。

　だって、夏合宿だよ！

　なんという魅惑の響き……。

　うさ丸まるじゃないけど、青春の全すべてがそこに詰まってる気がしちゃうよね。

「夏の夜、気になるあの子と一緒に花火！」

　私が夏合宿への妄想を口走ると、意外な事に星せい鎖さ先輩も乗って続けてくれた。

「みんなで枕まくらを並べての恋バナというのも定番らしいわね」

　星鎖先輩に負けじと、最後に続くのはおとねちゃんだった。

「そして始まる惨劇の夜……。密室で起こる殺人事件です……」

「それなんか急にホラーになってない!?　さっきまで女子高生っぽいキラキラした話だったのになにその急展開!?　まず誰が死んだの!?　私!?」

　私のツッコミを受けて、おとねちゃんは黙ってビミィを見つめていた。

「オイラかよ！　引率してやろうってのに気分悪いなおい！　やっぱり行くのやめとくかな」

「何言ってんのビミィ。知ってるんだからね、最近コソコソとサングラスとか日焼け止めとか嬉うれしそうに買い込んでたの！　夏合宿のためだったんでしょー？」

　目撃されていたとは思わなかったらしく、バツが悪そうに明後日あさつての方向を向いてフーセンガムを膨らませることに集中してしまったビミィも合宿を楽しみにしていたのは明白だった。




　中間試戦を終えてからまだそんなに日にちが過ぎたというわけではないのに、放課後楽園部のみんなでまったりと過ごしていたせいか、とても長期間休んでいたような感覚があった。

　私と星せい鎖さ先輩の前で、「トーナメントの疲れをしっかりと癒いやしてください」とおとねちゃんが力強く要求したのがもはや遠い昔のことのようだった。

　その後「あ、あのー、藤ふじ白しろは確かにしっかりと癒してとは言いましたが一体いつまで……？」とか非常に言いにくそうに訴えだして、最後の方は半分キレかかってたのももはや遠い昔のことのようだった……。

　すっかり英気を養ったところで夏休みに突入するわけで、ダラダラ過ごし続けるのも飽きそうかなとは考えていて。

　渡りに船で、気持ちはもう夏休みに、夏合宿に一気に突入してしまっていた。

「でも、合宿って一体どこに行くの？　ミカグラ学園の敷地の外へ行くってこと？」

　ミカグラ学園の敷地が広大とはいえ、合宿地のような場所は記憶になかった。それに、ちょうどいい場所があったとしても目と鼻の先では合宿って雰囲気ではない。

「いくつか行き先の候補はあって、部活毎に自由に選択できる。もちろん行かないっていう選択肢もあるけど……そんな退屈な選択は絶対選ばないって顔を一斉にしなくても、オイラだってわかってるぜ？」

「先生に補足させてもらうけれど、ミカグラ学園の敷地から外にはあるけど、それぞれの合宿地も丸々学園が所有しているわ。他の分も含めて学園の生徒が大勢詰めかけるとはいえ、一応貸し切り気分で使えるということね」

　星鎖先輩がビミィの説明にわかりやすく付け足してくれていた。

　見た目の大人っぽさといい、どっちが先生っぽいかわからない……とか言ったらビミィがいじけるから言わないけど！

「わぁ、これがパンフレットですか？　な、なんだか随分グレードに格差がありますね。パンフレットの紙が恐ろしく豪華なものから、手書きのものまでありますけどこれは……？」

　おとねちゃんが、ビミィが持ってきたくれていたらしいパンフレットを発見して机の上に広げていた。

「どうせなら豪勢にいきたいよね！　……って、なにこれ！　部の人数分のポイントが必要って書いてあるんだけど!?　合宿ってタダじゃないの!?」

　まるで旅行会社のパンフレットのように、事細かに必要ポイントが提示されていた。高級そうなパンフレットのものはそれ相応に、手書きのパンフレットは格安だ。

「そりゃそうだろ。なんにでもポイントが必要になる、それがミカグラ学園のシステムだ。忘れてたわけじゃないだろ？」

　ビミィは当然のように言うけれど、夢のようなパンフレットを見せ付けられておいて一気に現実に引き戻された気分だった。

　何せ、貴重な部費からやりくりしなくちゃならないのだ。

「でも、パンフレットを拝見していると合宿というよりただ遊びにいくみたいですね……？」

　私と同じくミカグラ学園で初めて合宿というものに参加するおとねちゃんの疑問は、私も感じていたことだった。

「そうね。遊んで過ごしてもいいし、色々な施設は完備されているから部活によっては活動に明け暮れるところもある。ミカグラ学園らしい、自主性に任せた合宿と言えばいいのかしら。それに心配はいらないんじゃない？　忘れた？　そろそろ中間試戦で放課後楽園部が獲得したポイントが反映されているはずよ」

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!　星せい鎖さ先輩、それですよそれっ！　豪遊しましょう、一番いいコースの合宿いきましょ！　豪華客船で世界一周しましょう！」

「そんなコースはないけどな」

　私の興奮に水を差すようなビミィのセリフは無視して、おとねちゃんと一緒になってパンフレットを眺める作業に入る。

　こいつは忙しくなってきましたよー！

　この夏、放課後楽園部……初めての合宿に旅立っちゃいます！





　　　＊






　時間を少しだけ巻き戻して。

　中間試戦優勝の余韻がまだ冷めやらぬ日。

　ずっと、密ひそかにタイミングを伺っていた。二人だけになれて周囲に誰も存在しないタイミングを。

　お願いしてそういう時間を設けてもらえば話が早いのはわかっていた。

　でも、それを口に出そうとするたび……飲み込んでしまった。

　先送りにして、疑問が消えてなくなってしまえばいい。そんな風に思った日もあった。けど、湊みなと川がわ貞さだ松まつさんは私にとって大切な先輩の一人で。

　解消しなければ、放課後革命どころじゃない。

　自分の中に大きなしこりが残ってしまう。




「星せい鎖さ先輩、聞きたいことが……あるんです」




　それは、中間試戦の準々決勝での出来事だった。

　直接その場で見ていたわけではないから空気感がどんなものだったかはわからない。

　けれど、普段の星鎖先輩とはまるで違う……私の知らない姿が、そこにはあった。

　ビミィとおとねちゃんも驚いていたけど、何らかのパフォーマンスのようなものだったのかもしれないと解釈したようで、後には引きずっていなかった。

　事実、湊みなと川がわ先輩はケガまではしていない。

　でも私は……幼おさな馴な染じみ同士だという湊川先輩をああまで執しつ拗ように痛めつけるような戦い方を見せたのは違和感があった。

　女神のした事だからとなんでも肯定できるわけではない。

　あれは、納得出来ないことだった。

　なぜ、あんな事をする必要があったのか。納得できる理由が聞きたかった。

「あなたに……エルナには隠し事はしないと決めたの。だから話すけれど……これは、湊川さんには……秘密にしておいてね。彼が、勇気を出さなくてはならないことだから」

　自分一人の事だけではないから、と躊躇ためらいながらも、星鎖先輩は話し始めてくれた。

　それは、かつて賑にぎわっていた頃の……華道部の物語だった。





　　　＊






「……それでは、今日きようはこの草の気持ちになってみよう」

　華道部顧問の先生の言いつけで、日々の活動は私……湊川貞さだ松まつが主導するようにということになっていた。人に教えることは得意ではない。

　私と他のみんなとの共通言語とは、似ているようで全く別物なのでは思ってしまうこともあった。

「ちょっと待ってくれ、まずは湊川が草の気持ちになってるところを参考例として見せてくれないかな」

　華道部は大人気の部というほどではないけれど、ほのぼのとした雰囲気の仲のいい部員が集まった部だった。

　伝わりにくいらしい私の言葉にも根気よく向かい合ってくれて、時にはからかいながらも私の個性を理解して受け入れてくれていた。

「……草の気持ち。まずは正座をする」

「湊みなと川がわ流は草の気持ちになるときも正座スタートなの!?　徒競走の時も周りがクラウチングスタートをする中で一人だけ正座スタートっていう斬ざん新しんすぎることしてたけど！」

　決してばかにするわけではなく、私の傷つくようなことは誰も言わない。私は華道部が好きだった。

　草花が好きな人に悪い人はいないというのは使い古された言葉だけれど、至言だと信じていた。

「湊川が言い始めたからついついみんな使っちゃってるけどさ、授業が終わって放課後部室に入る時、ただいまって言っちゃうよな。部室にいるやつはいるやつで、おかえりってナチュラルに返すし。これなんなんだろーな」

「……私にとって、この部室は我が家のように落ち着く場所だから……」

　私がそう言うと、みんなも顔を見合わせながら自分も同じだと笑った。

　初めて会う人には、通常よりもスローテンポらしい私にイライラされてしまうことがよくあった。けれど華道部ではみんながゆっくり待ってくれる。

　草花も家族のように大切に思っているけれど、部員のみんなの事も大事だった。

　対抗戦の代表を任されることになった時も、彼らのために力を尽くそうと思った。

　日々は枯れていくのではなく、季節が変わるたびに違った色に彩いろどられ続ける。無邪気にそう信じていた。




　まだ私一人しかいない部室に、珍しく顧問の先生が訪れた。

　湊川に任せきりで何もしない、とみんなに揶や揄ゆされている先生だけど、専門的に勉強したことがあるわけではないからあまり口出ししてしまわないように、と私にだけ教えてくれた事があった。恥ずかしいから他の生徒にはいうなよ、と優しく笑いながら。

　誤解されやすいところがあるけれど、いい先生だと思っていた。

「対抗戦も作品展の入選も全部湊川だな。もうお前一人でも成り立つんじゃないのか？　ははは」

　きっと、些さ細さいな軽口だった。私を激励するための、深い意味はない言葉。

　ままある事なのだけど、その時私はぼーっとしていて、先生のそのひとつ前の言葉に、ようやく反応して頷うなずいたタイミングだった。

　先生はのんびりとした私の事をわかってくれているので、意に介すことなく連絡事項を伝えて部室を後にした。

　……その光景を、部員の誰かが見ていたらしいと知ったのは、全すべてが瓦が解かいした後のことで。




「湊みなと川がわのやつ、華道部は自分一人でも成り立つって言ってたらしいぞ」

「そんな事言うやつじゃないだろ、何かの間違いじゃ？」

「そう思いたいけどさ。絡からむだけ時間がもったいないから、いない方が気楽とまでぬかしてたって……」




　人の耳を渡り、伝聞が繰り返されるたびに話の内容は形を変えて。

　誤解は新たなる誤解を生み落として、いつしか……モンスターのように大きな姿になってしまっていた。

　誰にも止められない程の。

「なぁ、湊川。違うよな？」

「……？　……何の事？」

　その時は、ごまかしているつもりでもなんでもなくて。ただ、一人状況を理解できていなかった。

　けれど、そこで否定しなかったことが……決定打となっていた。




　一人、また一人と部員が去っていった、わけではなかった。

　突然に、まとめて。

　ある放課後に部室に帰って、いつものように〝ただいま〟を言う。けれど、華道部の部室は、ガランドウのように何もかもがなくなっていて。

　おかえりの声は、返ってくることはなくなっていた。




　後になって、最初のきっかけになった……私と顧問の先生のやり取りを目撃したという子が泣きながら謝りにきた。

　そんなつもりはないのに食くい違って広まってしまい、訂正しようとしたけれど取り合ってはもらえなかったと。

　自分のせいだ、と謝罪してくれた。

「……きみの責任じゃない。私が、もっとみんなの信頼を得られていたらこうはならないから」

　全部、私が悪いんだ。

　私が、悪いんだ。




　抜けた部員の大半は、華道部によく似た活動内容の部を創部した。

　おかえりを言ってくれる人も、ただいまの声に応えてくれる人も、いなくなってしまった。

　事情を説明したらわかってくれるでしょう、と御み神楽かぐらさんは私に言ってくれた。

「……でも、怖い。もしも信じてもらえなかったら」

　御神楽さんに呆あきれられると思った。

　けれど、彼女は「そう」と気き遣づかうように言うだけで、それ以上何も触れてはこなかった。

　冷たくなってしまったと噂される学園の女神だけど、私にとっては幼い頃から変わらない……優しい幼おさな馴な染じみだった。

　いつだって考える。私はどうしたらよかったのか。どこでボタンを掛け違えてしまったのか。

「……ただいま」

　今日きようも、彼らが帰ってくる日がくるという淡い期待を抱いて……この場所に迎える言葉の挨あい拶さつをする。

　明日も、明後日あさつても。ずっと。
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「湊みなと川がわ先輩にそんな過去が……。だから、いつも華道部は一人でいたんですね……」

　私が部室に遊びに行くたびに嬉うれしそうに歓迎してくれたけど、入ってきた私の顔を見て一瞬だけ目を伏せる仕草をするのが気になっていた。

「あれは、元の部員のみんなが帰ってきたんじゃないかって、どこかで期待して……」

　楽しい思い出のはずなのに、そんな悲しい事が隠されていたなんて。

「いいえ、エルナが気に病む事は何もないわ。湊川さんはとても喜んでいたもの。騒がしい新入生が訪れるようになって、ね」

　それなら嬉しい。けど、モヤモヤした気持ちは拭ぬぐいきれなかった。

　そんな私の想おもいを察したかのように、星せい鎖さ先輩が続ける。

「それでね、抜けていってしまった部員達があの試合の観客席にいる事に気が付いてしまって。私は……きっかけが作りたかった。彼らはまだずっと奥底で繫つながっていて、信じたいのだけど……ただ歩み寄るきっかけがないのだと思ったから」

「だからわざとあんなに、見ている人に心配させるような戦い方を……？　やめていった部員の人たちが、湊みなと川がわさんのお見舞いにでも行って……それだけで、誤解が氷解するきっかけになるって、星せい鎖さ先輩は思ったんですね？」

「勝手な事をしたってわかっているの。もっといい方法があったかもしれない。いいえ、きっとあったのよ。でも、その時の私は……クルミ以外の誰にも相談できなかった。いいえ、クルミにだって言えなかったの」

　星鎖先輩も、苦悩の末での行動だった。

　それなら、私は何も言えない。

「……多分、少し前までの私なら何もせずにいた。けどね、エルナに出会って……私も周りの誰かの状況が好転する力になれたらって思うようになったのかもしれない」

「私に出会ったから……？」

　星鎖先輩は恥ずかしそうに、けれど確かに小さく頷うなずきを返してくれた。

　湊川さんの彼らにとって、これはきっと些さ細さいなきっかけ……になるかもしれない小さな石だ。

　でも、その小さな石も少しずつ転がって、大きく育って。彼らを突つき動かす材料になる可能性を秘めていた。

　それにしたって、あまりにも迫真で怖すぎたけどね、あの時の星鎖先輩はっ！
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「そ、そういうことでしたか。藤ふじ白しろの推理は見事に当たっていたようですね。名探偵オトナンと呼んでください」

「噓うそつけよ。エルナと星鎖が怪しいから見張りにいきましょう、としか言ってなかったろ。一人じゃ怖いからついてきてってさ」

「き、記憶にありませんねっ。藤白は全すべてお見通しでしたしっ」

　いつから聞いていたんだろうか。多分最初からだと思うけど……。

　おとねちゃんとビミィが、安心したような表情で登場した。

「先生。教育者として生徒に見せるべき姿なの？　盗み聞きなんて」

　星鎖先輩は軽く怒ったようなフリをしているけど、本音のところではホッとしているように見えた。

「オイラはエルナが何をしでかすか常に見てなきゃいけないからな。けど、星鎖は恥じるようなことは何もしてないだろ？　不器用かもしれないけど、湊みなと川がわくんを……華道部を思っての行動だ」

「藤ふじ白しろは、対抗戦だと人格が変わる仲間なのかと思っていました。だからあの試合を見てもそこまでの悪印象を受けていなかったわけですが」

　名探偵オトナンの推理、大外れだった。

「で、これは本当に偶たま々たまなんだが。星せい鎖さの蒔まいた種が芽め吹ぶきそうなのを目撃したんだ。オイラについてきてくれ」

　ビミィが歩き出すのを見て、私と星鎖先輩が顔を見合わせて一緒にはてなマークを浮かべていた。

　蒔いた種が芽吹く……？　一体どういうことなんだろう？





　　　＊






　私、湊川貞さだ松まつは悩んでいた。

　夏合宿の予定を決めなくてはならないのに、幽霊部員と化している数人の華道部員はまるで興味がないようだった。

「……一人では、合宿にならない」

　落ち込みながら、顧問の先生にそろそろ片づけるようにと言われていたのを思い出す。

「……喜んでた、一宮いちのみやさんに差し上げたフラワースタンド……」

　放課後楽園部の優勝祝いにと作ってプレゼントしたフラワースタンドを、せっかくだからと処分する前に華道部の部室の前に展示してあったのだった。

　いつまでも置いておくわけにはいかない。

　感謝の念をこめながら、解体してしまわなくてはならなかった。一人には荷が重い工程だ。

　足取り重く華道部の部室が見える場所まで到着する。

　すると、フラワースタンドの前で見覚えのある顔が……聞き覚えのある声で。

　座り込んでみたり、フラワースタンドをのぞき込んでみたりしながら、喋しやべっていた。

「湊川は相変わらずすげーよな。あのぼーっとした雰囲気からどうしてこんな凄すごい作品が生まれるかね」

「さすがは俺たちの師匠だよ。……未いまだに湊川流って名乗ってるって知ったら、あいつ怒るかな？」

「怒りはしないと思うけど、どうかな。やっぱり気まずいかもしれん」

　何度も何度も、目をこすった。

　錯覚なんかじゃない。なんども夢のように見た、幻視でもない。

　過去の残像でもない。

　今、目の前に存在する現実だ。

　変わってしまったと思った。失ってしまったと思った。手の届かないところへ消えてしまったのだと、そう思った。

　けど、違った。

　きっと、一歩踏み出せばすぐに取り戻せる場所に、それはあって。

　私たちは誰かに背中を押してもらわないと、歩み寄れなかったんだ。

　御み神楽かぐらさんの意図を直接問い正したわけではない。

　けど、一宮いちのみやさんの影響を受けて……彼女は昔のように戻りつつあった。

　だから、何かあるのだとは思った。けど……。

　まさかこんな光景を見せてくれるなんて。

　ぼーっと考えていると、私の存在に気付いた元華道部員……彼らが手を振ってくれた。

「おーい、湊みなと川がわ！　ケガとかなかったかよ？　酷い目にあったなっ」

「なあ、せっかくこうして久々に話すんだし他にもいうことあるだろ……」












「お、おう。お前が言えよ！　俺こういうの苦手なんだよっ！」

　この懐かしい声を聞いて、かけたい言葉はいくつも頭の中にあった。

　けれど、自然に口をついてでたのはこの言葉で。

「……おかえり」

　私のその言葉を受けて、彼らはしばらく受け止めるように言い淀よどんで……。

　それでも声をそろえてこう返してくれた。

「ただいま。湊みなと川がわ」

　止まっていた刻ときが、動き始める音が聞こえた気がした。

　ふと気配がして振り返ると、一宮いちのみやさんに御み神楽かぐらさん……放課後楽園部の面々が勢ぞろいで、まるで自分の事のように喜んでくれていた。

　……ありがとう。

　この花が開くようにと種を蒔まいてくれたのは、やはりあなただった。

　お礼を言いに行こうとしたところで、再会記念に積もる話がたくさんあるから、と華道部の部室に引き入れられてしまう。

「よかったわね」

　遠くて声は聞こえないけれど、御神楽さんの口の動きでそう言っているのがわかった。彼女は変わった。

　間違いなく、一宮さんに出会ったことで。




　……私も変われるだろうか。今度は背中を押されなくても、自分自身の推進力で。
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「せっかく夏合宿で学園から離れるのに、結局仲の良いいつものメンバーが勢せい揃ぞろいしているのはなんでだろ？　そんなにこの合宿先は魅力的だったっけ？」

　私の疑問に答えてくれたのは、演劇部の誰かでもなく、ひみちゃんでも湊みなと川がわでもなく、アロハシャツにサングラスというはしゃぎすぎな恰かつ好こうをしているシグレだった。

「エルナちゃんに着いていけば何か楽しそうな事が起こりそうってみんな思ったんじゃないかな？　ちなみにボクはエルナちゃんのこの夏の全すべてを一本の映画にまとめようと思ってるんだ！　今から僕の事を監督と呼んでくれたまえ、主演のエルナちゃん！」

「はーい、その映画降板しまーっす！　なるほどね、放課後楽園部の存在感も学園内では無視できないものになってきたってわけね！」

　ビデオカメラを担いだまま膝ひざから崩れ落ちていくシグレは無視することにして、おとねちゃんが作成してくれた夏合宿のしおりに目を向ける。

「うーん、イベント盛りだくさんすぎて寝る暇もないねこりゃ！」

　海はもちろん夏のレジャーといったらこれでしょ、というものは全すべて完備されているらしいから、遊び尽くすには相当の覚悟が必要だった。

「も、もちろん藤ふじ白しろは眠らない覚悟ができていますよっ。まさかプライベートジェットで移動とは思わなかったので酔って視界がぐるんぐるん回っていますが、横になったらもう起きないかもしれないので！」

「おとねちゃん、それは寝よう!?　頭がぐわんぐわん揺れてるから！　ヘッドバンギングしてるみたいになっちゃってるから！」

　そうなのだ。別に放課後楽園部がポイントを潤沢に持っていたからとか、学園長の孫娘が所属しているからという生々しい理由でそうなったわけじゃなくて。

　どの部も、それぞれがプライベートジェットでの移動を義務付けられていた。

「おかげで、この島がどこなのかさっぱりわからないんだけど……細かい事はいいか！」

　そんな謎の島での夏合宿の最後の夜には、放課後楽園部のメンバー全員が揃そろって初めての大きな活動もあるし。

　全力全開で走り抜けるぞ──────────────っ！
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「ぎゃああああああああああああああああああああああああああっ！」

「熊くま野のさんは食べてもおいしくないっつって！　他の人間はどうなってもいいから熊野さんだけは見逃してほしいっつって！」

　肝試しで全力で怖がってくれているのは、おとねちゃんと熊野さん先輩のコンビだった。

　演劇部と合同で企画して、この二人の組み合わせで進むと決まった時は二人ともどや顔で、

「ふ、藤白は肝試しの専門家みたいなところがありますからちっとも怖くなんてないですよ。なんといっても両親がお化けですのでっ」

「お化けの娘なのかっつって!?　ふふん、心強い味方を得たっつって！　一緒にいればお化けに襲われることはないっつって！」

　……なんて言いながら自信満々に出発したのにこの始末だった。

　しかもどっちも隠し持っていた対肝試し用アイテムの使い方を大幅に間違っていた。

「悪あく霊りよう退たい散さんです！　この十字架でお化けの心臓を突つけばいいんですよねっ!?　藤ふじ白しろは映画でそんなシーンを見たことがあります、なぜ止めるんですかっ」

「その対処法は間違ってるっつって！　まずはこのお札を食べてからじゃないと何もはじまらないっつって！」

「な、なるほど。それは知りませんでした！　では半分こにしましょう」

「だめだよっ！　一枚しかないんだから、おとねの分はないのっ」

「語尾の設定はいいんですか!?　出発する前は、お化けが出たら熊くま野のさんが全部まとめてかみついて追い払うっつって！　とか先輩っぽいところを見せてくれていたじゃないですか！」

「あんなの強がりだっつって！　空気読めっつって！」

　二人があまりにも先に進めないので、お化け……ゾンビ役に自ら志願してリアルすぎる特殊メイクを施した星せい鎖さ先輩が、十字架にやられたフリを自発的にして、二人の前から退散してくれた。

「や、やられたわ……」

　恰かつ好こうは怖すぎるのに、声色は星鎖先輩そのまんまだった。

　完かん璧ぺきになりきれないところが女神っぽかった。












　その声を聞いてもゾンビが星せい鎖さ先輩だと気づかない様子の二人は、お化けに勝ったと大騒ぎしながらずんずんと先に進んでいく。

　そして。

「ふぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！　今度は藤ふじ白しろの前に鹿しかが出ましたっ！　見てください、これは幽霊鹿ですよっ」

「熊くま野のさんはまだ熟してないから、半熟女子だからっ、おとねから先にかじってやって欲しいっつって！」

　……肝試しコースが山の近くにあるせいで鹿の散歩コースにかちあってしまったのか、のんびりと歩く野生の鹿が二人を不思議そうに首を傾かしげて見ていた。

　いつまでたっても、ゴールには辿たどりつけそうにない二人なのだった。
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　天文部や書道部……それに演劇部も合同で開催したバーベキューは、ただ肉や野菜を焼いただけじゃつまんないでしょ、ということで途中から創作料理大会に変わっていった。

　その時点で嫌な予感がしてこそこそと逃げ出そうとする人は、なぜか赤あか間まくんが首根っこをつかんで引きずり戻していた。

「一人頭の食べる量が増えるだろ？　自分のノルマは果たしてから倒れような？」

「倒れるのが前提なんだね……？」

　私の疑問に、赤間くんは胃薬をビンごと投げて渡してくれた。

「いいか、ひみちゃんの料理を口にするならその薬を料理一口につき５錠飲むように」

「そんなに!?」

　ひみちゃんの手料理が食べられる！　と盛り上がっていた気持ちが急激に萎しぼんでいくのがわかった。

　もう何を楽しみにしていいやら……。

　赤間くんはその重要情報を誰にでも明かしているわけではないらしく、不安そうにしている部員とのんきに空腹を訴える部員が存在していた。

「超腹減りっすよ！　でも女子の手料理が食べられるんだからどれだけでも待てるっス！」

　うさ丸まるは当然のように後者……何も知らされていない側だった。

「あの豚肉はどうにか助けられないでしょうか。俺が買い取って野に放ってやることはできないでしょうか」

「トンきゅん、もう食用にこんがり上じよう手ずに焼かれてしまってる豚肉を野に放つってどういうことっスか!?　ぼくには想像できないッスよ!?」

「……豚肉が俺にありがとうと言って、走り出す」

「怖いッス!!　ホラーっスよ!?」

　うさ丸まるとトンきゅんがそんなやり取りをしている間にも、ひみちゃんの創作調理は始まってしまっていた。

　アスヒ君がアシスタントについているから一いち縷るの望みを持ちそうになってしまったけど、料理の知識はないらしく、ひみちゃんの手足となって働いている。

「アスヒ、知らぬとはいえ殺さつ戮りく兵器の生産に加担するとはな」

「じゃあ教えてあげて!?　なんで見捨ててるの!?」

　赤あか間まくんが指で十字を切るポーズをとって、アーメンと呟つぶやいていた。

　最初はひみちゃんがコックさんの服を着てちょこまかと料理する姿に湧わいていた人たちが、段々と静まり返っていくのが手に取るようにわかった。

　けれど脱走は許されない。赤間くんが、目を光らせて監視していた。

「よーっし！　最後にひみの秘密の隠し味を投入だよんっ！」

「ひみちゃん、せめて内容を教えて！　何を口に入れるのか覚悟をさせて!?」

　ひみちゃんは料理に夢中なようで、私の叫びには耳を貸そうともしなかった。












「できあがりん！　さぁ、たくさん作っちゃったからたくさん召し上がれー♪」

「た、たくさんできちゃったか……」

　嘆くようにこぼしたのは赤あか間まくんだった。

　気持ちはわかる。ひみちゃんの料理というか、できあがったソレの見た目は子供が泥どろんこ遊びをした末に完成した〝自称シチュー〟であり、つまりは泥にしか見えないのだ。

「まずはぼくからいただくっス！　ひみさん、大盛りでお願いしたいっ……ス？　あれっ？」

　うさ丸まるが張り切って一番乗りしたはいいものの、料理をよそってもらう段になってようやく近くで見て事態を理解したらしい。

　わかりやすいくらいに目を泳がせて、周りに助けを求めている。

「な、なんでみんな目をそらすんスか!?　この薄情者っス!!」

　うさ丸のその後の断末魔は……創作料理を胃袋に詰め込むまで終わらない宴うたげのはじまりの合図となったのだった。

　……もう忘れたいから、この話は終わりにしよ？　ね？





　　　＊






　他にも、ゲーム大会にビーチバレーに水泳競争に無人島遭難事件に……何があったか数えきれないくらい盛りだくさんの夏合宿も、いよいよ最後の夜を迎えていた。

　この日のために少しずつ準備していた、私たち放課後楽園部の初めての活動らしい活動が予定されていた。

　色々な部が特設ステージの前に集まってくれていた。何が行われるかは告知していないけど、とにかく楽しませます！　という事だけ伝えてあった。

「ふー、さすがに緊張するね、おとねちゃんっ！」

「ふ、藤ふじ白しろはへっちゃらですっ。へっちゃらなんですが、もう一回だけおトイレいってきてもいいですか？」

「これでもう24回目だよ!?　終わるまで我慢してっ！」

「あら、楽しみましょう？　どうなったっていいという気持ちでやれば、案外上う手まくやれちゃうものよ？」

　星せい鎖さ先輩の優しいアドバイスに、

「どうなったっていいとはっ！　ステージの上で出してしまってもいいということですかっ！　上う手まく出しちゃっていいということですかっ!?」

　おとねちゃんが半泣きで答えて。

　笑っているうちに、私たち放課後楽園部のライブステージの幕が開いた。

　私が持っているのは、九く頭ず竜りゆう先輩と一緒に作ったギター。

　おとねちゃんは私にギターパートを譲ってくれてベースを持って、星せい鎖さ先輩はキーボードを演奏。

　ビミィはドラムを担当してくれている。

　まだ全員がエアプレイっていうバンドだけど、その笑え顔がおだけは間違いなく本物で。

　客席では、赤あか間まくんや演劇部のみんな。書道部のひみちゃんと花か袋たいちゃん。アスヒ君、シグレ、湊みなと川がわ先輩。

　湊川先輩は元華道部のみんなと一緒に見にきてくれていて、思わず泣きそうになってしまう。

　今まで出会った皆が、夏合宿の最終日の夜、こんなにも盛り上がってくれている。




「正式に私達の部……放課後楽園部が創部しました！　それじゃあ聞いてください。一曲目、放課後ストライド!!」




　これからの学園生活は、更に楽しくなる!!




















　＊ミカグラ学園の廊下






「エルナ、エルナ～！　ちょっと手て伝つだって欲しいりゅい」

　どこからか声が聞こえてそちらを振り向くと、カボチャの被かぶり物ものが宙に浮いている。

「カボチャが空をっ!?　この学園ってばもうなんでもありなの!?」

「違うりゅい！　オイラだりゅい！」

　カボチャからひょっこり顔を出すビミィ。

「なんだカビィかぁ……ビックリしたよ」

「ビミィとカボチャが合わさってカビィに!?　わかりにくすぎるりゅい！」

「そう？　で、どうしたのカビィ。カビみたいな顔して」

「とうとうバイキン扱いしだしたりゅい!?」

　半泣きのビミィ。

「ホームルームをちゃんと聞いてなかったでしょ？　明日は学園生全員参加のハロウィンパーティーだりゅい！」

「あっ、そういえばクルミ先生が言ってたよ！」

　仮装コンテスト優勝者には結構なポイントが賞品として贈呈される件。

　不参加は原則として認められないこと。

「講師も例外ではないから、オイラはカボチャの衣装にしたんだりゅい！　一人じゃ着れないから手伝って～」

　仕方ないな、とばかりに手伝うエルナ。

　目を細めて着せられるがままのビミィ。

「そのままでも充分モンスターなのにわざわざこれ以上仮装しなくても……」

　ブツブツと小声で呟つぶやくエルナ。

「なんか失礼なこと言わなかったりゅい!?」

「ふーむ、私も用意しなきゃだよねー。他の人はどんな仮装をするんだろ？　ビミィ、ちょっと見に行ってみようよ！」





　＊書道部部室






　ひみちゃんが魔女の衣装を着ている。

「ぎゃああああああ！」

　あまりの可愛かわいさに抱き締めて頰ほおずりしながら叫ぶエルナ。

「もう、エルナちゃんな～にぃ？　ってわあああああ!?」

　カボチャを被ったビミィを見て怖がって叫びひみちゃん。

「ぎゃあああああああ！」

「わああああああああ！」

　カボチャを被ったビミィを見て怖がって叫ぶひみちゃん。

　そこに帰ってきた花か袋たいちゃんが引き気味でビミィに問いかける。

「一体なんなんですか、この状況……？」

「オイラが聞きたいりゅい……」





　＊演劇部部室






　赤あか間まくんがアリスっぽいお姫様ドレスを着せられている。

　猫の演劇部員が着付けを担当。嬉うれしそうに、

「やっぱり似合うよぉ。これで決定だねっ」

「決定でたまるか!?　こんな服着てるところを誰かに見られたら死んでやるからな……ってもう見られてる的な!?」

　その光景をジロジロ見ながら、ヒソヒソ話をするエルナとビミィ。

「こ、これは違う、誤解なんだ！」

「ちょっとぉ、髪の毛も整えるから静かにしてよぉ」

　めっ！　という感じで叱しかる猫の演劇部員に、困り顔で言う通りにする赤間くん。

　無言でニヤニヤと写真撮影を始めるエルナ。

「やめろっ、頼むからやめてくれぇ～!?」





　＊廊下の鏡の前






　ヴァンパイアの衣装で決めポーズをとるシグレを見かける。

「エルナちゃんの血が欲しい……。ふっ、この言葉はプロポーズだと思ってくれていいんだよ」

　謎なぞの台詞せりふ練習まで始めている。

　白けた目で遠くから見つめるエルナとビミィ。

　しゅたっ、と別ポーズでキメ顔のシグレ。

「永遠の時間を共に過ごそう、エルナちゃん……」

　無言で見なかったことにして、無表情で無視して次へと歩き出すエルナとビミィ。





　＊屋上






「お～い、アスヒ君～！」

　後ろ姿のアスヒ君に元気に声をかけるエルナ。

　アスヒ君が恥ずかしそうに振り向くと、猫娘のコスプレ姿。猫耳がよく似合っている。

「ま、眩まぶしい!?」

　目が眩くらんだように直視できない様子のエルナ。

「猫娘の仮装りゅいね！　よく似合っているりゅい～」

「お、お恥ずかしいのです……」

　頰ほおを赤らめて顔を隠すように恥じらうアスヒ君。

「なにこの敗北感……。仮装のクオリティとしてどうこうっていうより、もっと根本的なところで勝てる気がしないんだけど!?」

　エルナが悔しそうに言い、ハテナ顔のアスヒ君。





　＊華道部の部室前






　包帯でぐるぐる巻きになり、こんがらがって身動きがとれなくなっている湊みなと川がわ先輩。

「……助けて」

「ちょっ!?　湊川先輩どうしたんですかっ」

「ミイラ男の仮装をしようとして失敗したのかりゅい……？」

「……正解。ちょっと頑張りすぎた、反省」

　湊川先輩をぐるぐる回転させながら必死に包帯を解いていくエルナ。

　されるがままの先輩。

「ふー、そろそろ全部とれそう……ってええ!?」

　白い包帯が解けると、その中には更に花柄の包帯が全身に。

「……頑張りすぎた」

　驚きよう愕がくするエルナとビミィを前に、無表情に呟つぶやく湊川先輩。





　＊美術部






　九く頭ず竜りゆう先輩が死神のコスプレ衣装を自作している様子を遠目で観察する。

　怖そうな顔なのに丁寧に正座して器用に作る姿に、「おお……」と感心するエルナ。

「やっぱりセンスがあるりゅいね～」

　ビミィもうんうんと頷うなずき感心したような顔。

　チッと、舌打ちして作りかけの衣装を放り投げる九頭竜先輩。

「ん？　どうしたんだろ？」

　不思議そうに見ていると、また最初からせっせと衣装を作り始める。

「え？　今のってまさか気に入らないから壷つぼを割る職人みたいなヤツ!?　こだわりすぎでしょ!?」

「相当な負けず嫌いだからハロウィンにも本気なんだりゅい……」





　＊寝袋への帰り道






　考え込みながら歩いているエルナ。

「うーん、他の人と被るのもちょっとイヤだし何の仮装にしようかな？」

「時間もないし早く戻って決めた方がいいりゅい！」

　そこに通りかかる制服姿の星せい鎖さ。

「あら、何か悩み事かしら？」

　優しげに問う星鎖に、エルナが沸騰。

　女神は一体どんな仮装を!?　ううん、明日見てのお楽しみにしよう!?　生きる活力にしよう!?

　トリップしつつ、星鎖の色々な仮装姿を思い浮かべるエルナ。

　ビキニの水着姿や天使、ナースや婦警など。

「もう既にハロウィン無関係のコスプレばっかりだりゅい!?」

　その妄想にツッコミを入れるビミィ。

　そんなのには聞く耳持たず、

「よーし、こうなったら私もバッチリ完かん璧ぺきな衣装作るぞ～！　完成するまで付き合ってもらうからね、ビミィ！」

　興奮状態のままテンション最高潮で飛び跳ねつつ去っていくエルナ。

　それを見送りつつ、

「……私は明日体調不良の予定だから欠席って伝えておいてくれる？」

「……お、オイラにはそんな残酷なこと言えないりゅい……」

「彼女のお世話は大変そうね？　でもとても楽しそう」

「うん、毎日退屈することはないりゅい！」

　ビミィは嬉うれしそうに笑った。

　その視線の先には、早く早く、とビミィを促して手を振るエルナの姿があって。


《完》

















「いつも思うんだけどさ、ファッション誌ってモデルの子が細くて可愛かわいくて顔が小さすぎて、リアリティがないっていうかピンとこないところがあるんだよねー」




　食堂に置かれていた高校生向けのファッション誌をペラペラと雑にめくりながら、私……私立ミカグラ学園の新入生である一宮いちのみやエルナは深いため息をついた。

　確かに、この服やバッグを買えばこんなモデルさんたちみたいにキラキラと輝ける！　みたいに信じていた時期もあった。

　でもそんなのは幻想だと、私は悲しいことに既に気が付いてしまっているのだ。

「どんなに最新の流行のブランドの服を着ても、お高いバッグを身にまとおうと！　こんな風には絶対、ぜ─────ったいになれないもん!!」

　特に、海外のモデルさんだったりするともう目も当てられないのだ。そもそも、瞳の色からして違う。

　こっちはそれと同じようになりたくて買うというのに、いざ実際に身に着けてみれば、

「あっ、こうなりますよね……」

　みたいな切ないガッカリ感だけが残ったりする。

「ふんふん、つまりエルナちゃんはファッション誌にどうして欲しいわけー？」

　力説する私にあんまり興味なさげに、お菓子をぱりぽりとつまみながら問いかけてきたのは書道部代表の八や坂さかひみちゃんだ。

　どう見ても高校生には見えないロリ的な容姿を持ち合わせている上に、言動も小動物的なところがあるので未いまだに信じがたいんだけど、これでも一年上の先輩である。

　そうやって子供っぽく見える、みたいな扱いをするとぷんすか愛らしく怒って、

「ひみはどっちかというと大人っぽい部類だよっ？　遊園地での身長制限にももうあんまり引っかからないし、バスだって立派に大人料金だしっ！　つまりアダルトということだよ！　アダルトコーナーに陳列されるような女の子ということだよっ！」

　最後のそれは大丈夫なやつなのかな？　なんだか意味合いが違ってこないかな？　というような主張を繰り出してくれていた。

　怒り方がちびっ子みたいだよ、と言うとまたほっぺたを膨らませて怒り始めるのが解りきっているので、それを見たい欲に流されそうになりながらも、自分にストップをかける。

「つまりね、雑誌のモデルにはもっと等身大の、どこにでもいそうな子を起用して欲しいわけだよっ！　ううん、どこにでもいそうだけどどこか輝きを隠しきれていない的な存在というか？　磨けば光る感丸出しな原石というか？」

　そう、例えば私みたいな!!

　私正直、モデルに憧あこがれちゃってます!!　えへっ☆

　……わかってる、言われなくてもわかってるよ!?　どう考えても無理がある！

　モデルのスカウトで有名な街で一日中歩き回ってもスカウトマンの人にスルーされる姿、リアルに想像できる！　ようやく声をかけられたと思ったらよくわからない絵画の売り込みだったりするの、実際の出来事のように容易に思い浮かぶ！

　でも、でもでも、憧れるのは自由じゃないか！

「エルナちゃんってば、モデルさんになりたいのかぁ。すっかり忘れちゃってたんだけど、さっきぽへーっと歩いてたらね、こんなもの貰もらったんだぁ～」

　ひみちゃんがお菓子を食べ終わって落ち着いたのか、お腹なかをぽんぽんと叩たたきながら差し出してくれたそれは、一枚の名刺で。

「あのね、よかったらお仕事してみませんかって！　可愛かわいい服、たくさん着られるんだって！　スカウトされちゃったよぉ」

　ちょっとだけ照れ臭そうに、モジモジしながら言うひみちゃん。このキュートさなら、そりゃスカウトも無視はできないだろう。

　でも心配だ。こういうのはよく聞く話だ。喜び勇んで行ってみたら、実際は……。

「ねえ、ひみちゃんこれ大丈夫なやつだよね!?　アダルト的なやつじゃないよね!?　おとなしくしてたらすぐ終わるから的なやつじゃないよねっ!?　面接の時点からなぜかビデオカメラが回っていて、みたいな危険なやつじゃないよねっ!?!?」

　そう、スカウトにも色々あるのだ。

　可愛い服着られるって、ほとんど布がないやつかもしれないじゃない！　私のひみちゃんにそんなこと絶対にさせないからねっ！

「んー、エルナちゃんが何を言ってるかよくわからないけど、へーきだと思うよ？　ミカグラ学園の敷地内だし、スカウトさんもひみよりも小さな女の子だったしねっ」

　ミカグラ学園の敷地内はなかなかに警備や規律が厳しく、そういう心配がないというのは聞いたことがあった。

　でも、スカウトがひみちゃんよりも小さいって……？

「そういう趣味の人向けのやつなんじゃ!?　女優仲間……いや、モデル仲間の子がスカウトも兼任してただけなんじゃ!?」

　名刺を眺めまわしてみるけれど、そういう疑念が湧わきだすと何もかもが怪しく見えてしまう。

　名刺の紙、なんでハート型になってるの……？

　印刷されてる文字、なんでこんなに丸っこい字体なの……？

　ほ、本当に良くないスカウトなんじゃなかろうか。

　汚れのないひみちゃんに、私以外の魔の手が伸びてきているんじゃないだろうか！

「ひみちゃん、私がマネージャーとして付き添うよ！　そして怪しさを感じ取ったら絶対に守ってみせるし、もしも本物のスカウトなら私もついでにモデルになれそうな空気になったりしないか期待してみるよっ！」

「えー、ひみ、あんまり行く気なかったんだけどな……？　そういうの、興味ないっていうかぁ……」

「知ってる？　モデルさんってね、待機してる間につまめるようにたくさんお菓子が用意されてるらしいよ」

「行くっ！　エルナちゃん、早く早く!!」

　お菓子に簡単につられてしまうひみちゃんがこれから先、どこかで本当に怪しい人についていかないか心配になりつつも、名刺に書かれている場所に足を運んでみることにしたのだった。

　マネージャー気取りでひみちゃんの手を引っ張り、心躍らせながらこれからの展開に思いを馳はせる。

　スカウトの人に私の方が注目されちゃったりしたらどうしよう……。




「ひみちゃんよりもエルナさんの方がトップモデルへの道を歩んでしまうかもしれませんよ！」

「そんなぁ、困るよぉ……。ひみちゃんの付き添いで来ただけだし、そんなつもりないよぉ……」

「ううん、ひみなんてちっとも向いてないし！　エルナちゃんなら世界を狙ねらえちゃうよねっ」

「いやぁ、世界を視野になんてそんな、私なんかが恐れ多いよぉ……。今のうちから海外の言葉、勉強しとこうかな……？」

　なんてことになったりするかもしれない。私にはこの国は狭せますぎたのかもしれない。

　モデルだけでは収まらず、歌も歌って欲しいと言われてしまうかもしれない。

　そうなると女優としても活躍し始めてしまうかもしれない。

　仕事場で可愛かわいいアイドルたちと出会い、どうしても憧あこがれられてしまうかもしれない。

　ついには文才まで認められ、作家になってしまうかもしれない。

　もう大忙しで、学園に通っている時間なんてなくなってしまうかもしれない。

　ひみちゃんが寂しがって私に会いに来てしまうかもしれない。

「大丈夫、私を取り巻く環境は激変しても、ひみちゃんへの想おもいは変わってないよ……」

「エルナちゃん……！」

　みたいになってしまうかもしれない。そうなったら抱き締めてしまうかもしれない。

　もう止まらないかもしれない。

　そして二人はどうにかなってしまうかもしれない……！

　肩を寄せ合い、夜の街へ消えてしまうかもしれない……！




「エルナちゃん、おーいっ！　ついたよん」

　はっ、と妄想の世界から帰還すると、ひみちゃんの言う通りに名刺に書かれている場所へ到着しているようだった。

　ただ、そこはイメージしていたような、オシャレなビルの一室……なんかじゃなく。

「えっ……？　ここってもしかして……」

「うん、ミカグラの中等部、だねっ」

　言いながらひみちゃんも嫌な予感がじわじわと押し寄せてきているようで、既にもう悲しそうな表情を浮かべていた。

　この場所まできて、なんとなく結末が予想できてしまったのだろう。

　顔を見合わせて入るべきか否いなか迷っていると、ガチャリと音を立てて向こう側からドアが開いた。




「あ、先程名刺をお渡しした八や坂さかひみさん！　来てくださったんですねっ、お待ちしてました。さ、中学生モデルとしてお迎えするファッション誌の編集部はこの中ですっ」

　あちゃー、と頭を抱えてしまう。

　中から出てきたのは、中等部の生徒であろう女の子。

　どうやら、中等部で制作して発行するファッション誌のスタッフらしい。

「なるほどね、あの名刺の手作り感とファンシーな雰囲気はこういう意味だったの……？」

　つまりひみちゃんは、中学生と間違われてモデルとしてスカウトされたということだ。

　無理もないと思う。むしろ、小学生と間違われなかっただけ良心的だ。

　それに、部へ屋やの中にたくさん用意されている服の数々はいかにもひみちゃんに似合いそうなものばかり。適任だとしか思えなかった。

「ひみちゃん、私がマネージャーとして一番似合う服を選んであげるからねっ！」

　ひみちゃんはぷるぷると小刻みに震えたかと思うと、駄だ々だっ子このように両手をぶんぶんと上下に振り回しながら叫んだ。

「ひみ、中学生じゃないもんっ!!　大人だもん！　相当な大人だもん！　子育て世代のファッション誌に掲載されるべきだもんっっ!!」

「子育て世代って、そんな無む茶ちやな……。ちょっと緊張して不安定になっちゃってるみたいですけど、たくさん可愛かわいい服着せてあげてください！」

　中等部のスカウトさんにそう言ってからひみちゃんを引き渡す。

「鬼！　エルナちゃんの鬼っ!!」

　半泣きになりながら、中等部の子の誘いを無下にすることもできないのか、されるがままに部へ屋やの中に引っ張られていく。

「ひみちゃん、あとで写真見せてねー！　マネージャーとして全部チェックする義務があるから！」

　バタン、と閉ざされた扉の中からは、着せ替え人にん形ぎようにされているらしいひみちゃんの嘆く声が、広い広いミカグラ学園の敷地全体に轟とどろくくらいの勢いで響き渡るのだった。

「ひみは……ひみは、大人で身長２メートルだから！　中学生の服で合うサイズの服なんてないからっ！」


《完》







あとがき




　Last Note.です。以前ネットゲームで遊んでいたら、『一宮いちのみやエルナ』というプレイヤー名で遊んでいる人を発見しました。

　なんだか嬉うれしくなってしまい、僕だという事は伏せて仲良くなり、何も知らないフリをして「どこかで聞き覚えのある名前なんですけどなんの作品が元ネタですか？」と質問したらこんな答えが返ってきました。

「いや……ろくでもないやつなので知らなくていいと思う……」




　ろ　く　で　も　な　い　や　つ！




　僕は深く傷つき、それならそのキャラの名前を使わないでくれと訴えたというのは噓うそで、「あはは、ろくでもなさそうな名前ですもんね！」と同調して強力なボスを共に倒しにいったのでした。

　後日、今放送中の流行のアニメのキャラクターの名前を使用したプレイヤーに突然話しかけられたので、なんだろう？　と思っていたら、

「俺だよ俺！　元・一宮いちのみやエルナ！　課金アイテムを使って名前を変更したんだよ、すっきりした！」とフレンドリーに言われました。めっちゃ嬉うれしそうでした。エルナだった名前は『うまるちゃん』になっていました。ああ……。

　共にゲームの中で宴うたげを開いたのは言うまでもありません。ポテイト！




　名前で思い出したんですけど、僕は創作活動を始めてからというもの、よくなりすましというものをされています。

　僕ではない誰かが、「俺っちLast Note.っていうんだけど知らない？」みたいなノリで各地に出没するらしいのです。僕になりきっても何も良い事なんてないと思うんですけど、彼ら的にはそうではないのかもしれません。

　そういう人が何人もいるのは、時折おかしな連絡が届くのですぐわかるのです。

　ある時はこんなメールが来ました。




「○○市のボランティアで一緒だった者です！」




　僕のなりすまし、めっちゃいいヤツかよ!?　なんでそんないい事してるのに名前だけ噓うそついちゃうの!?

　またある時はtwitterにこんなリプライが届きました。




「サボらずに練習出てきませんか？　オリンピックに出る夢、まだ間に合います」




　待て待て待て、僕の名前を騙って何が起きてるんだ!?　オリンピック目指してたの!?

　それは頑張ろう!?　サボらないで練習いこう!?

　でも、もし本当にオリンピックに出たらもうその子がLast Note.でいいよ……。僕よりもLast Note.してるよ……。




　僕はあとがきのページを最近起きた愉快な出来事を綴るコーナーだと思い込んだまま、とうとう７巻が発売になってしまいました。楽しい事がたくさん起これば、この小説のあとがきが10ページにも20ページにもなるという仕組みです。人生が充実していればしているほどページ数が増していく、そんなわかりやすいシステムになっています。

　さあ、今回のあとがきのページ数は何ページでしょうか!?

　チクショウ！　次回はあとがき１００ページの大長編でお送りしたい！
















　著者

　Last Note.（らすとのーと）

　　長い間ペットのように可愛がり、ルンちゃんと名前まで付けていたロボット掃除機の調子が悪くなってきたので渋々買い換えた。初代ルンちゃんは僕をゴミ扱いしてドーン！と盛大に足に体当たりしてきたけど、頭が良くなった二代目ルンちゃんは「あれ…？　これ、ゴミだよね…？」と言うかのように控えめにタックルしてくる。逆にそっちの方が傷つくんですけど、とか思いながら日々を共に過ごしてます。
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